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序 論  

 

1．予防の社会的構造  

 予防は、ヒトが社会性動物であるがゆえに生まれたシステムである。

ヒトの持つコミュニケーションは、時間的および空間的に同時に存在

する相手に限定される会話のようなコミュニケーションにとどまらず、

絵や文字として残すといった時間を超えたコミュニケーション、さら

に、電気の活用によって電話・電報、今日では携帯電話・ファクシミ

リ・インターネットといった空間を超えたコミュニケーションに進化

してきた。動物は、痛い、苦しいといったネガティブな経験をすると、

その経験を繰り返さないように学習し、それを回避する行動をとる（八

木,1975）。それに加えてヒトの場合は、高いコミュニケーション能力

によって他の個体の経験を知り、それを自分の体験のように共通認識

できる。その共通認識によって、ネガティブな経験をした本人だけで

なく周りも一緒に、同じ経験を繰り返さないために「予防」につなが

る行為が積み重ねられる。  

一方、どんな生命も生まれた時点で 100％いつかは死に至るという

事実がある。この観点から考えると予防の最終目標は、病気もケガも

老衰もせずに死なないことではなく「よりよく生きる」ことと考える

べきである。疾患関連因子の疫学調査、ワクチンや疾患早期診断法の

開発などの予防研究とその応用が社会全体で進めば、痛い、苦しいと

いったネガティブな経験を軽減できる。しかし、生きている以上ネガ

ティブな経験をゼロにすることはできない。したがって、苦痛を伴う

悲しい、悔しいといった感情もゼロにはできない。この人間らしい悲

しみや悔しさは、自分もしくは誰かへの愛情や期待から生まれ、｢より

よく生きる｣ための新たな予防手段が生み出され、広まることにつなが

る。また、その対象は種を越えた家族になりえる。家庭動物医療にお

いても、その動物の命を助けたいというヒトの愛情が起点となること

が、「 Bond-Centered Practice（絆中心の医療）」と再認識されており

（ Ormerod, 2008）、予防医療はその手段として年々その重要性が高ま
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っている。  

 具体的に予防は狭義の意味である「予め防ぐ」という行為そのもの

に限らず、社会活動のひとつとして存在しており、予想・予測・予報

などの行為を含む。それぞれの行為に対して、動物医療においては以

下の関連３分野が各ステップにおいて重要な役割を果たしていると考

えられる。  

 

ステップ 1．「予想」の宝庫である臨床  

 臨床現場は、本人や他人の観察および経験に基づいた「予想（＝予

め想う）」に溢れている。それらの主観は、仮説（リサーチクエスチョ

ン）として予防活動の発端となり、研究や啓発活動につながっていく。

近年では、コンピューターにより膨大なビックデータからの予想が可

能となり、データマイニングとして盛んとなっている。  

 

ステップ 2．「予測」につなげるための研究  

 何かを具体的に「予測」するためには、科学的根拠を必要とし、そ

のためにデザインされた研究が実施される。より多くのデータを様々

な角度から分析し（疫学研究）、実際に試し（実験的研究）、検証を重

ね、対照群との比較などによって客観的に実験の経緯を把握する。研

究者は、過程で得た知見をそのプロセスも含め論文などに記録し公共

化する。その知見は、それぞれの分野に有効活用され、時として批判

的に厳密な評価を得た後、続く研究に活かされ、社会全体の知はさら

に高まる。  

 

ステップ 3．「予報」を告げる広報  

 予測された情報をもとに、具体的にヒト・モノ・カネといった要素

が用意され、効果的に様々な立場から広く「予報」していくことで、

より多くの人が適切な手間、コストをかけて「予め防ぐ」行為を行う

ようになる。社会的にこの体制が整い、社会を構成する各個人に受け

入れられてはじめて予防が実現することになる。それ故、広報（ Public  



3 
 

Relations）には、教育や啓発といった概念も含まれる。  

 

以上の３ステップそれぞれに関わる専門家同士がお互いの役割を尊

重しあいながら連携（分業と協力）していくことで、初めて予防が実

現する。また、予防には時間や金銭負担などがかかるので、その効果

検証が重要である。効果予測方法としては、予防普及の有無で比較す

ることは現実的に困難であるため、シミュレーションは効果的である。

客観的な予測によって計画（ Plan）された予防方法を実際に社会に広

め（ Do）、その効果を見直し（ Check）、再度行動に移す（ Act）とい

う、いわゆる PDCA マネージメントサイクル (Deming,  1986)に則り、

実行していく必要がある。  

 

2．発症予防と重症化予防  

 予 防 は 、 そ の 内 容 に よ っ て 発 症 予 防 と 重 症 化 予 防 と に 分 け ら れ る  

（図１）。  

 

 

 

 

 

図 1：発症予防と重症化予防（アニコム家庭どうぶつ白書 2012）  

 

 発症予防は、発症しないように予防を行うことにより、健康増進を

図る。重症化予防として、市民の意識向上や保険加入等による早期来

院、健康診断による早期発見および早期治療など、より適切な治療の
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実施が必要である。  

家庭動物医療では、現在、発症予防はワクチネーションや駆虫薬が

主流で、対象となる疾患は一部の感染症に限定されている。一方で、

動物病院や企業の啓発により、定期的な健康診断もようやく飼い主に

浸透してきたところである。しかし、動物種差の解析などが不十分で、

その値の意義が獣医師や飼い主に十分に理解されているとは言い難い。

そこで、当研究室では、飼育犬の血液代謝パラメータ値測定（ Li et 

al ,2012）、犬と猫のリポ蛋白質コレステロールプロファイル解析

（ Muranaka et al ,2011）、犬種による代謝パラメータ基準値の違い

（ Mori et al ,  2010, 2013）などの研究を行い、検診の意義を高め、よ

り適正な解釈ができるよう研究会等の体制整備に努めて来た。  

 

 以上から、本論文では、４つの章に分け、具体的な動物の疾病予防

への取り組みについて、新たな獣医療の方向性を示すことを目指した。

第 1 章では、筆者が制度立ち上げから関わり、本邦で初めて確立した

ペット保険について、実際の予防獣医学への貢献について検証し、ペ

ット保険データによる疾患統計をまとめ考察した。第 2 章では、発症

予防の取り組み例として、家庭犬の誤飲リスク要因を探索した。第 3

章では、重症化予防を目的とし、家庭犬の乳腺腫瘍マーカー探索を行

い、乳腺腫瘍の発生状況の調査、乳腺腫瘍の犬における腫瘍関連遺伝

子発現量と病理診断の関連を調べた。第 4 章では、アディポネクチン

の犬乳腺腫瘍における血中濃度の変動を調べた。従来、アディポネク

チンは肥満との関連が研究されてきたが、腫瘍でも血中濃度の変動が

みられることが明らかになってきているため、犬乳腺腫瘍の予防診断

マーカーとなる可能性を検討した。  
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第 1 章 ペット保険データによる犬の疾患統計  

 

1－ 1 はじめに  

医療サービスを受けるには、必ず経済的負担を伴う。例えば、ある

病気に対して 20 万円で治せる病気があったとする。安心のために 20

万円を貯金して用意おくべきとなるが、その病気にならなければその

用意は無駄になる。一方、その病気になるリスクが、過去のある集団

の疾患統計によって 20 分の１だというデータがあったとする。その

場合、同じ疾患リスクを抱えた 20 人が１万円ずつ出し合い、その 20

人のうちその病気になった人がプールした 20 万円を使ってもいいと

約束をする。その約束が守られ、過去のある集団の疾患統計が適応で

き、またこれらに関わる事務手続き等が適正に運営されるならば、そ

の集団の構成員は 20 分の１の金額、即ち 1 万円で安心を買い、 20 万

円から 1 万円を引いた残りの 19 万円を使ってもっと美味しい食事を

したり、趣味や自己研鑽に投資したりするなどと幸福感をあげていく

ことができる。健康促進につながること、例えば、健診を受けたり、

歯石対策を行ったりもできる。また、残念ながらその病気にかかって

しまったとしても 20 分の 1 の金額でその医療がうけられる。その安

心があれば些細な症状でも気軽に病院に足を運べるようになり、早期

発見によって病気の深刻化を予防できる。つまり、保険には病気の重

症化を予防できるという重要な効能がある。  

 また、保険金支払いデータは、「特定の母集団において特定の時期に

特定の理由で保険金の支払いを受けた」という情報をもった疫学デー

タでもあり、その情報を必要な方に効果的なタイミングと方法で届け

ることで重症化予防だけでなく、発症予防も実現できる可能性がある。

また、予防の PDCA サイクルを廻していくのに重要な疫学データの収

集にも、保険制度が一役買う。保険は公平性の観点から、加入時は健

康であることが前提で、加入時に年齢・種・品種・性別などといった

プロフィール情報はもれなく登録される。保険制度の運営上、契約者

から住所変更や死亡届の連絡がもらえることを鑑みると、新鮮な情報
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がデータベース化されていると考えられ、保険加入動物という集団を

明確に定義できる。そして、保険金支払いのために、「いつ、どんな

症状で、どの病院で、いくらの費用をかけて、どの個体が」医療をう

けたのかという情報も蓄積される点も疫学研究上有用である。  

 日本における家庭動物の疾患統計として、1990 年に多摩地区開業獣

医師の診療技術の向上を目的として誕生した多摩獣医臨床研究会（現

在は、多摩研式疾病統計研究会が継承）がまとめた「犬・ネコの疾病

統計」がある（多摩獣医臨床研究会 編  2008）。これらの動物病院の

カルテ情報をまとめることによる医療統計データは、すでに病気にな

ってしまった動物が対象集団になりがちで、母数の少なさや、地域特

性の偏りなどが課題になる。一方、保険金支払いデータは健康な個体

を含めた保険契約動物が対象集団で、今回取り扱ったアニコム保険金

支払いデータは、日本全国の家庭動物を対象とした約 56 万頭（ 2015

年 8 月時点）にのぼる巨大なデータベースとなる。今回は、著者が制

作 に チ ー ム リ ー ダ ー と し て 関 わ っ た 「 ア ニ コ ム 家 庭 ど う ぶ つ 白 書

2011」の内容を基にペット保険データによる疾患の記述統計を行った。 

 

1－ 2 国内のペット保険データによる疾患罹患率  

 ペット保険データからは、請求件数や保険金支払額、通院日数など

の疾患関連情報を得ることができる。今回はそのうち、「罹患率＝保険

金支払いのあった犬の頭数/保険に契約している犬の頭数」と定義し、

算出した。疾患、年齢、品種ごとにそれぞれ算出した罹患率を比較し、

それぞれの集団の特徴を検討することにより、予防情報の抽出を試み

た。  

 今回取り上げるデータは、2009 年 4 月 1 日から 2010 年 3 月 31 日ま

でにアニコム損保と契約した 0〜 10 歳の犬 252,414 頭を調査対象とし、

年齢別罹患率については、 0～ 12 歳の犬 256,144 頭に対象を拡げた。

（表 1−1、 1−2）。  
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表 1−1：対象犬の性別および年齢の内訳 (単位：頭) 

 

  雄  雌  全体  

0 歳  32,419 29,029 61,448 

1 歳  15,193 14,022 29,215 

2 歳  18,080 16,536 34,616 

3 歳  16,502 14,674 31,176 

4 歳  14,998 13,273 28,271 

5 歳  13,362 11,193 24,555 

6 歳  9,456 7,611 17,067 

7 歳  5,599 4,787 10,386 

8 歳  3,700 3,230 6,930 

9 歳  2,587 2,411 4,998 

10 歳  1,879 1,873 3,752 

11 歳  1,179 1,169 2,348 

12 歳  695 687 1,382 

合計  135,649 120,495 256,144 

 

＊ 0〜 10 歳の犬：252,414 頭  
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表 1−2：契約頭数の多い上位４犬種の性別および年齢の内訳（単位：

頭） 

                  年 齢 (歳 )  全 体    雄    雌  

 

  

（アニコム家庭どうぶつ白書 2010） 
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契約満了または死亡解約となった各個体の  1 年ごとの契約につい

て、その契約が開始した年齢ごとに 1 契約＝1 頭とみなして算出した。 

また、アニコム損保の「どうぶつ健保」は 2000 年に開始されたばかり

であること、および、本保険に契約している犬は、新規契約時に年齢

制限があり、さらにペットショップから犬を迎える際に保険契約を始

めるケースが多いことから、若齢犬の契約が多く、老齢犬の契約はま

だ少ない。そこで、年齢分布差の影響を減らすため、年齢（または、

年齢および性別）による各群の母集団が 10,000 頭 (または 1,000 頭 )

となるように補正した後に、全体平均を算出し罹患率とした。疾患分

類は、アニコム損保の定める 21 分類を参照して動物病院が保険金請求

時に提出した保険金請求理由を採用した（表２）。 「 20.健康診断およ

び予防措置」、「 21.その他」の 2 分類については、手続き上の分類であ

るため今回の調査対象からは外し、それ以外の 19 疾患について、罹

患率を算出した。「 19.症状および異常検査所見で分類されないもの（以

下、症状）」は、食欲不振、発咳、嘔吐、耳の痒みなど、請求時に診断

のついていないものが含まれる。同一請求データ上で複数の疾患名が

挙がっている場合は、主傷病名を採用した。 

 

表 2：保険金請求理由  

01．循環器疾患 13．血液・免疫疾患

02．呼吸器疾患 14．内分泌疾患

03．消化器疾患 15．感染症

04．肝・胆・膵疾患 16．寄生虫症

05．泌尿器疾患 17．損傷

06．生殖器系疾患 18．腫瘍疾患

07．神経疾患

08．眼の疾患

09．耳の疾患

10．歯・口腔疾患

11．筋骨格系疾患

12．皮膚疾患

19．症状および異常検査所見で
分類されないもの

20．健康診断および予防措置

21．その他
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1－ 3 結果と考察  

1－ 3－ 1 犬の疾患別罹患率  

 犬に多くみられる疾患分類として、皮膚疾患 23.0％、症状 16.0％、

耳の疾患 15.4％、消化器疾患 14.7％、眼の疾患 10.0％があげられた

（図 2）。  

 

 

図 2：犬の疾患別罹患率（アニコム家庭どうぶつ白書 2010）  

※ 同 一 個 体 が 複 数 の 疾 患 に 罹 患 し た 場 合 は 、 そ れ ぞ れ カ ウ ン ト し た 。  

 

本データは、  

ステップ 1  飼い主が、症状を見つけ、来院する  

ステップ 2 動物病院で、治療を受ける  

ステップ 3 飼い主が、保険会社に保険金請求する  

という３つのステップを踏んでいる。ステップ 1 で飼い主が犬の罹患

に気づかずに経過した場合には、本データに含まれてこない。よって、

飼い主が異変に気づきやすい疾患の罹患率は高く、その逆は低くなる

と考えられる。皮膚疾患や消化器疾患が、高い罹患率を示した背景は、
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飼い主の異変の気づきやすさによることが示唆された。飼い主が異変

に気づきやすい疾患は、トイレの世話、グルーミングなどのホームケ

ア時に、普段から犬の健康状態をチェックしてもらうことで、より早

期の発見、来院につながるといえる。一方で、循環器疾患、内分泌疾

患、腫瘍など、自宅では見つかりにくい疾患が、これらの疾患での来

院によって早期発見に繋がることも期待される。  

 ステップ３に示した通り、本データは保険会社と飼い主が契約して

いることが前提であり、日本全体の家庭犬の状況を考慮するためには

その差分がどれだけ、どのように生じているのかについての研究が今

後重要となる。特に、本調査では、契約状況が若齢に偏っていること

から、母集団の大きい 0〜 10 歳を調査対象とし、年齢補正を行ってい

るが、日本の犬全体をみた時には、11 歳以上の犬の飼育頭数の割合は

増えることが予想される（ペットフード協会 犬猫飼育率全国調査 

2009）。今後、本調査を継続し、 10 歳以降の契約が増えることで、よ

り日本全体の実態に近づき、循環器疾患、内分泌疾患、腫瘍など老齢

で罹患する傾向があるとされている疾患等の罹患率があがってくる可

能性があると考えられた。  

 

 続けて、季節変動について調査した。何らかの疾患により保険金請

求のあった頭数は 7〜 10 月に増加し、 1〜 3 月に減少し（図 3−1）、保

険金受給額単価は、7〜 10 月に低下、1〜 3 月に高い傾向であった（図

3−2）。  
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図 3−1：保険金請求のあった頭数の月別推移（アニコム家庭どうぶつ

白書 2010）  

 

 

図 3 −2：保 険金 受 給額 単価 の 月別 推 移 （ アニ コ ム家 庭 どう ぶつ 白 書 

2010）  
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 疾患別に月別推移を調査したところ、ほとんどの疾患で月別請求頭

数に変動は見られなかったが、皮膚疾患には、罹患頭数が 7～ 9 月に

多く、1～ 3 月に少ないという季節による発症傾向がみられた（図 4）。  

 

 

 

図 4：皮膚疾患の罹患頭数（アニコム家庭どうぶつ白書 2010）  
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1－ 3－ 2 罹患率の年齢推移  

 皮膚疾患、耳の疾患、および消化器疾患は 0～ 12 歳の全年齢で、眼

の疾患および腫瘍疾患は 7 歳以降で 10.0％以上の高い罹患率を示した

（図 5−1）。循環器疾患および腫瘍疾患は、加齢に伴って罹患率が増加

する傾向がみられた。  

 

 

 

 

 

 

図 5−1：  罹患率の年齢推移（ 15％以上）（アニコム家庭どうぶつ白書  

2010）  
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 泌尿器疾患、肝・胆・膵疾患および内分泌疾患は、どの年齢でも罹

患率 15%以下ではあったが、加齢に伴い罹患率が高くなる傾向を示し

た（図 5-2）。感染症、寄生虫症は、 0 歳において比較的高い値を示し

た後、１歳で低下し、そのまま低い罹患率で推移した。筋骨格系疾患

は、 0 歳において比較的高い値を示した後、 1 歳で低下し、その後加

齢に伴い罹患率が高くなる傾向を示した。  

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2  罹 患 率 の 年 齢 推 移 （ 10-15%）（ ア ニ コ ム 家 庭 ど う ぶ つ 白 書 

2010）  

 

 生殖器疾患、神経疾患、歯・口腔疾患、および血液・免疫疾患の罹

患率は 10％以下であったが、加齢に伴い罹患率が高くなる傾向を示

した（図 5-3）。呼吸器疾患、損傷は、 0 歳において一旦比較的高い値

を示した後、１歳で低下しそのままの罹患率を維持した。  
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図 5−3 罹患率の年齢推移（ 10%以下）（アニコム家庭どうぶつ白書 

2010）  

 

 皮膚疾患、耳の疾患および消化器疾患は、全年齢で高い罹患率を示

した。循環器疾患および腫瘍は、加齢につれて罹患率が増加する傾向

がみられた。疾患全体で 3 番目に高い罹患率 14.7％を示していた消化

器疾患は、 0 歳の犬で 19.4％と 18 疾患中もっとも高い罹患率を示し

た。他に、 0 歳で高値を示した疾患は、寄生虫症、感染症、呼吸器疾

患、および損傷であった。消化器疾患の中で、保険金受給額単価の高

い疾患である誤飲（消化管内異物）については、第 2 章で詳細に分析

した。  

 一方、加齢に伴い高い罹患率を示した疾患は、腫瘍疾患、循環器疾

患および泌尿器疾患で、 7 歳以降の犬で腫瘍疾患、 9 歳以降の犬で循

環器疾患および泌尿器疾患が 10％以上の罹患率を示した。これらの疾
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患は、どの年齢においても健康診断は推奨されるべきであるが、それ

ぞれの罹患率が高まる直前のタイミング（腫瘍疾患は６歳、循環器疾

患は８歳）を健診対象とすることで、より効果的な健診が実施できる

と考えられた。特に、腫瘍疾患は、７歳以降の罹患率の上昇が急激で

あり、第 3 章でより詳細な分析を行った。  

 

1－ 3－ 3 犬種別の罹患率  

 日本で飼育頭数の多い上位 4 犬種について、犬全体の罹患率と比較

して高値を示す疾患を調査した。  

 ミニチュア・ダックスフンドでは、皮膚疾患、症状および消化器疾

患の罹患率が高かった。しかし、いずれも犬全体平均より低い罹患率

であった（図 6-1）。  

 

 

 図 6−1：ミニチュア・ダックスフンドの罹患率 （対象：44,944 頭、 

0〜 10 歳）（アニコム家庭どうぶつ白書 2010）  
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 チワワでは、症状、皮膚疾患および消化器疾患が上位で、この三疾

病の罹患率の差はわずかであった。皮膚疾患は、チワワの上位罹患疾

患ではあるが、犬全体平均と比較して、その罹患率は低かった（図 6−

2）。  

 

 図 6-2：チワワの罹患率（対象：37,762 頭、  0〜 10 歳）（アニコム

家庭どうぶつ白書 2010）  
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 トイ・プードルでは、皮膚疾患、症状および耳の疾患の罹患率が上

位であった。皮膚疾患は、チワワ同様犬全体平均よりも低い罹患率で

あったが、耳の疾患は、犬全体平均罹患率よりも上回っていた（図 6-3）。 

 

 

図 6−3：トイ・プードルの罹患率（対象：35,190 頭、  0〜 10 歳）（ア

ニコム家庭どうぶつ白書 2010）  
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 柴の罹患率は、皮膚疾患が突出して高く、続いて耳の疾患、その他

の症状であった。皮膚疾患は、犬全体平均の 23.0％よりも顕著に高

い 29.9％を示していた（図 6-4）  

 

 

図 6−4：柴の罹患率（対象 :11,891 頭、 0 ~ 10 歳）  

 （アニコム家庭どうぶつ白書  2010）  

 日本において飼育頭数の多い４犬種を総括すると、 4 犬種で共通し

て高い罹患率を示したのは消化器疾患、および、耳の疾患であり、犬

種別ではミニチュア・ダックスフンドおよびトイ・プードルでは歯・

口腔疾患、チワワでは循環器疾患、柴では皮膚疾患が、高い罹患率を

示した。これらは、それぞれの犬種で特に留意を要する疾患と考えら

れた。また、今回の調査によって、臨床現場において、その犬種の罹

患頭数が多く感じられる疾患が、そもそも飼育頭数が多いためにそう

感じられるのか、もしくは、その犬種の特徴であるのかを示すことが

でき、予防研究および予防啓発への貢献が期待できた。好発犬種が明

確になった疾患については、遺伝的背景が示唆され、関連遺伝子の調

査および表現型に配慮したブリーディングにより、発症予防に貢献す

る可能性が示唆された。
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1－ 4 海外の疾患罹患率との比較  

 次に、日本でのこれらの罹患率が、国際的に共通するかを検証する

一歩として、分類方法が日本のデータと比較的近いイギリス王立獣医

大 学 疾 病 疫 学 調 査 の 結 果 を 比 較 対 象 と し て 検 証 を 行 っ た （ O’Nei l l ,  

D.G. ,  2014）。比較対象は、2009 年 9 月 1 日から 2013 年 3 月 31 日まで

に中央および南東イングランド全体で 93 診療所に通う 148,741 頭の犬

の電子患者記録（EPR）のデータより、無作為に抽出された 89 診療所

の 3,884 頭の犬の疾患データである。抽出されたデータは、3,079 頭

（ 79.4％）は純血犬種、1,817 頭（ 47.0％）がメス、年齢の中央値は

4.8 歳であった。7 犬種（ラブラドール・レトリーバー、スタッフォー

ドシャーブルテリア、ジャックラッセルテリア、コッカースパニエル、

ジャーマンシェパード、ヨークシャテリア、ボーダーコリー）で、1,431

頭（ 36.8％）を占めていた。 

 今回、犬全体および飼育頭数が日英共に上位に入っていたヨークシ

ャテリアの疾患罹患率を比較した。 

 

1－ 5 結果と考察  

1－ 5－ 1 結果   

 日本、イギリスそれぞれの犬全体の罹患率を比較した結果、耳の疾

患、皮膚疾患および症状については、日本の犬のほうが５％以上高い

罹患率を示した（図７）。逆に、イギリスのほうが５％以上高い罹患率

を示す疾患はなかった。  
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 図７  犬全体の疾患罹患率の日英比較  

 

 犬種構成による罹患率の差の影響を減らすため、日英どちらにおい

ても飼育頭数が上位に位置していたヨークシャテリアについて日英比

較を行った。耳の疾患、皮膚疾患および症状だけでなく、消化器疾患

も日本のヨークシャテリアが５％以上高い罹患率を示した。逆に、イ

ギリスのヨークシャテリアが５％以上高い罹患率を示した疾患として

は、歯・口腔疾患が挙げられた。  
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図８ ヨークシャテリアの疾患罹患率の日英比較  

 

 

1－ 5－ 2 考察   

 今回の日本と英国の疾病比較において、分類上、アニコムの疾病分

類にはあるが、英国統計には設定されていないものがあった（肝胆脾

疾患、生殖器系疾患、内分泌系疾患、血液免疫系疾患等）。このよう

に、今回比較した罹患率の日英間の差は、疾患分類方法の違いや、デ

ータ収集方法（日：ペット保険データ、英：動物病院カルテデータ）

といった研究手法により生じている可能性が多いにある。人医療では、

世界保健機関憲章に基づき、世界保健機関が作成した「疾病及び関連

保健問題の国際統計分類：International Statistical 

Classification of Diseases and Related Health Problems」がある

(WHO,2011)。今後、動物医療分野でも、異なる国や地域から、異なる

時点で集計された死亡や疾病のデータの体系的な記録、分析、解釈及

び比較を行うために、統計分類の国際的な統一が望まれた。その上で、

ペット保険データ同士、動物病院カルテデータ同士を比較できるとさ

らに有意義となると考えられた。  

 以上を考慮する必要があるものの、差分が生じた要因として、飼育

されている犬種の構成比の違い（遺伝的要因）、飼育方法や気候の違
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い（環境要因）などの可能性も考えられ、それらは、予防啓発、もし

くは、予防研究に役立つ可能性があるため、その観点から、以下に考

察した。  

 日本における犬の疾患罹患率が、イギリスの犬の罹患率と比較し、

５％以上の高値を示した疾患は、耳の疾患および皮膚であった。この

理由として、両国の気候の違いが影響している可能性がある。東京と

ロンドンの気候を比較すると（ weatherbase のホームページを参照）、

年間平均気温は東京がより高く (東京 15.0 度、ロンドン 10.3 度 )、絶

対湿度ともいえる露点の年間平均は東京が高い (東京 9 度、ロンドン 6

度 )。従って、日本はイギリスに比べ高温多湿といえる。人医療域で、

子供部屋の湿気がアトピー性皮膚炎の子供に有意に多いことが報告さ

れており（ McNal ly,  2001）、ダニ、ホコリの他に、より高温多湿の環

境を好む真菌もアトピー性皮膚炎の重症化を招く危険因子である可能

性が高いと考えられる。犬の皮膚病、耳の疾患でも、同様のことが、

生じている可能性が示唆された。  

 また、日本に比べてイギリスのヨークシャテリアの歯・口腔疾患の

罹患率が高かった理由は、イギリスの方が家庭犬の歯みがき習慣が普

及しており歯・口腔疾患が見つかりやすかった可能性が考えられた。

株式会社ライオンが15～ 69歳の日本人、アメリカ人、スウェーデン人

の男女各1,200人にオーラルケアに関するアンケート調査を行ったと

ころ、「オーラルケアに自信があるか」の問いに、「自信がある方だ」

または「どちらかといえば自信がある方だ」と答えた人が、スウェー

デンは89.3%、アメリカは81.9％に達したのに対して、日本人は38.2％

と 4割にも達していなかった（株式会社ライオン、2014）。オーラルケ

ア用品の平均年間購入額の調査においても、アメリカは約8,354円、ス

ウェーデンは約8,415円に対し、日本は約4,965円であった。イギリス

も欧米文化圏であることを考えると、アメリカ、スウェーデンと同様

の傾向を示している可能性が高いと考えられ、今回のヨークシャーテ

リアの歯・口腔疾患の罹患率の差は、飼い主の意識、習慣による可能

性が考えられる。日本の家庭動物医療においても、近年歯みがきの普
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及がなされつつある。歯みがきによりすぐに、歯・口腔疾患の罹患率

が下がるのではなく、今まで明らかでなかった疾患が明らかとなるこ

とで、一旦罹患率が高まる可能性があることには、留意し、気長に予

防啓発に取り組むべきであると考えられる。 

イギリスやスウェーデンでは、ペット保険の疾病統計を性別、犬種

別、年齢別以外に、地域別まで分析し、地域ごとの予防施策に役立て

ている。リンパ腫（Edwards et al.2003）、乳腺腫瘍（Egenvall et al. 

2005）、骨腫瘍（Egenvall et al. 2007）、アトピー性皮膚炎（Nødtvedt 

et al.2007, Nødtvedt et al.2006）、帝王切開が必要な難産(Bergström 

et al.2006)、心疾患(Häggström et al.1992, Egenvall et al. 2006)、

子宮蓄膿症(Egenvall et al. 2001)、糖尿病(Fall et al. 2007)など

の疾患の犬種別や地域別などの罹患率が報告されている。日本でも、

こうした海外の例を参考に疾患統計を実施することにより、ペット保

険の疾病データを予防施策に役立てられる可能性は高いと考えられる。 

 

1－ 6 疾患疫学データの予防への応用  

1－ 6－ 1 要因ごとの体制整備  

 本調査以降、国内で品種、性別、年齢による犬の疾患パターンを把

握する体制整備が実現しつつある（ Inoue et  al .  2015a、 Inoue et al .  

2015b）。今後は、それらを活かして疾病予防や事故防止の具体的な対

策が実施されることが期待される。特に、新たに犬を家族に迎えよう

とする家庭に対して、犬種に特徴的な病気とその症状、予防法、緊急

時の対策といった情報の根拠として活用されることで、過剰に不安に

なることなく犬とともに過ごせる家庭が増える。  

 また、単に啓発活動に利用するだけでなく、様々な要因との関連性

を探求するための仮説作成のデータとして位置づけ、それをもとに基

礎研究や臨床応用を展開することにより、疾患の重症化予防、発症予

防に貢献できる可能性が考えられる。疾患の要因は、大きく分けると

遺伝要因と環境要因の相互作用といえる（図 9）（アニコム家庭どうぶ

つ白書 2012; 予防動物医学研究会 編  2008）。２つの要因それぞれ
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にアプローチすることでより大きな予防効果が期待できる。ヒトの医

療に比較し家庭飼育犬の疾患は、その環境要因にも遺伝要因にも人為

的要素が強く関与しているので予防効果が得られやすい。  

 

 

 

図 9：遺伝要因と環境要因の関係（アニコム家庭どうぶつ白書 2012;  

予防動物医学研究会 編  2008）  

 

 

1－ 6－ 3 疾患疫学研究における遺伝子データ利用の留意点  

遺伝要因には、親の世代から引き継いだゲノム情報に基づき必ず発

現するものと、何らかの環境要因がスイッチとなって発現するものと

がある。遺伝要因は遺伝子レベルでみればその個体の生涯にとって不

変的であるが、それを認識した上で環境要因に対して注意を払ってい

くことで発症を防げることがある。犬における疾患に関する環境要因

としては、気候や季節といった自然環境、ブリーダー犬舎、オークシ

ョン、ペットショップ、家庭、移動空間といった飼育管理環境とそれ

ぞれにおける食事内容、その個体を取り巻く人間の関わり方といった

遺

伝

要

因 

環

境

要
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社会文化的要因が挙げられる。遺伝子検査で肥満体質であることが明

らかになっていた方が、明らかになっていない場合よりも、肥満対策

への意識が高まり、結果的に肥満になりにくくなることがヒトで明ら

かにされている（ Kilpeläinen et  al .  2011）。犬において、多数の遺伝

子が発現した結果、体形、体格、毛色、性格などが表現型として現れ、

これらの差が犬種差として人為的に創出されてきた。世界最古の犬種

管理団体であるイギリスのケネルクラブ（ The Kennel Club）は、1873

年設立から 140 年余りが経過し、現在 210 犬種を登録管理している。

さらに世界中には在来種まで含めると 700～ 800 もの犬種があると推

定されている。獣医学の教科書は欧米での調査に基づき書かれたもの

も多い。しかし、日本の血統書発行団体であるジャパンケネルクラブ

が設立された 1949 年からすでに 70 年以上が経過し、日本国内の犬同

士が交配するケースが十数代以上つづいている品種も多いと予測でき

るため、日本の犬について独自に研究する必要がある。また、犬種構

成の違いによる犬全体への認識の違いが生まれてくる可能性が大いに

ある。例えば、犬の乳腺腫瘍は一般的にその 50%が良性であるといわ

れてきた (Priester  1971)。ところが、最近小型犬で病理学的に悪性で

あった乳腺腫瘍は 25.0％で、その他の犬種で 58.5％であるという報告

がなされた (Itoh et al .  2005)。これを考慮すると、日本は欧米に比べ

ると小型犬が全体の飼育頭数に占める割合が多いため、犬全体で乳腺

腫瘍が悪性である頻度が変わってくると考えられる。また、遺伝要因

に対する予防対策はヒト医療では、倫理上実施されにくいが、動物医

療においては、繁殖に関しても人の管理下にあることから効果が期待

できる対策で、実際に産業動物分野では効果を上げている。家庭動物

医療においても、犬のペット保険普及率 80％のスウェーデンでは、保

険会社の提供する疾患統計をブリーダー団体スウェーデンケネルクラ

ブに提供し、繁殖時の疾患予防対策に役立てているといった例がある。

この対策の注意点としては、種の多様性を同時に維持できるかという

ことがあげられる。犬ゲノムがすべて解読されたとはいえ、すべての

遺伝情報と疾患の関係性が解明された訳ではない。安易に遺伝子検査
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が可能となった疾患だけにとらわれ、キャリアであっても繁殖に供さ

ないようなことになれば、検査対象であった疾患が減っても、他の疾

患リスクが増加する可能性や、遺伝子レベルでの多様性の低下が懸念

される。常染色体劣性遺伝であれば、例えキャリアであっても相手に

優性ホモを選ぶことで発症は防げると考えられる。  

予防医療を中心とした今後のよりよい家庭動物医療の発展に、保険

金支払いデータは活用出来ると思われた。  

 

１－ 7 小括  

 保険金支払いデータは、「特定された母集団において特定された時期

に特定された理由で保険金の支払いをうけた」という情報をもった疫

学データであり、その情報を必要な方に効果的なタイミングと方法で

届けることで、重症化予防だけでなく、発症予防も実現できると考え

られる。今回、0〜 10 歳の犬 252,414 頭、もしくは、0～ 12 歳の保険加

入犬 256,144 頭を調査対象として、ペット保険データによる疾患統計

を行った。犬に多くみられる疾患として、皮膚疾患 23.0％、耳の疾患

15.4％、消化器疾患 14.7％、および、眼の疾患 10.0％があげられた。

季節変動で特筆すべき傾向が見られた疾患は、皮膚疾患であり、罹患

頭数が 7～ 9 月に多く、 1～ 3 月に少ないといった季節発症傾向がみら

れた。皮膚疾患、耳の疾患、および、消化器疾患は 0～ 12 歳の全年齢

で、眼の疾患および腫瘍疾患は 7 歳以降で 10.0％以上の高い罹患率を

示した。循環器疾患および腫瘍疾患は、加齢に伴って罹患率が増加す

る傾向があった。これらを、イギリス王立獣医大学疾病疫学調査の結

果と比較したところ、耳の疾患、皮膚疾患、症状については、日本の

犬のほうが５％以上高い罹患率を示していた。飼い主が異変に気づき

やすい疾患の罹患率が高く、その逆が低くなっている可能性が示唆さ

れた。普段から飼い主が犬の健康状態をチェックすることで、より早

期の発見と来院につながると考えられた。 

 以上のことから、保険金支払いデータは予防医療の発展に貢献する

ことが強く期待できた。  
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第２章 犬の異物誤飲のリスク要因の探索 

 

２－１  はじめに 

 犬の発症予防の取り組み例として、プライマリーケアを担う多くの

動物病院にとって身近な犬の異物誤飲を選んだ。実際、アニコム損保

には、１年間で 7,539 件の請求があり（2011 年度に契約を開始した 0

～ 10 歳の犬を対象に、同一個体で期間内に複数回の請求があった場合

は１件として算出）、罹患率で表すと 2.2％にあたる。報告されている

全国の犬の飼育頭数 11,86 万頭（一般社団法人ペットフード協会、

2011）を対象に単純換算すると、年間 25 万件以上もの誤飲が発生して

いると試算される。これらの症例は、結果として「無処置、経過観察」

で済む場合が多くある一方、時として食道閉塞、気管圧迫による呼吸

困難、腸閉塞、消化管穿孔、中毒症状などのリスク要因となる。その

場合、麻酔下で内視鏡処置、胃洗浄、手術が必要となり（Deroy 2015；

Pratt 2014； Clancey 2012； Hickey 2011； Rossmeissl 2011； Kiefer 

2010； Volmer 2004； Hammond 2004； Hunt 2004； Han 2003； Mikszewski 

2003；Horstman 2003；Meurs 1991）、それらが原因で死にいたる場合、

安楽死が選択される場合も報告されている（Garneau 2015； Blundell 

2013； Williams 1990）。そのため、異物誤飲が疑われる症例は、医療

の介入度合いに適切な判断が要求される。手術が実施された保険金請

求に限って調査したところ、誤飲は年間 1,139 頭の請求があり、歯周

病に次いで２番目に多い（アニコム家庭どうぶつ白書 2012）。また、

飼い主にとって、心理的負担だけでなく経済的負担も大きい。補償割

合 50％プランにおける 1 年間の受給額は、手術を伴った場合の平均保

険受給額が１契約あたり 65,222 円、手術が伴わなかった場合で１契約

あたり 8,174 円であった（アニコム家庭どうぶつ白書 2012）。実際

の医療費はその２倍以上の金額が予想される。 

 このように家庭犬で発生する異物誤飲は、犬の飼育者にとって非常

に身近な事故であり、場合によっては生命の危険となりうる問題であ

る。獣医師の任務は、「飼育動物に関する診療及び保健衛生の指導（獣
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医師法第１条）」である。産業動物の分野と同様に、家庭動物の分野に

おいても保健衛生指導という任務に関して、誤飲を含むこうした事故

情報等を集め検証し、充実が図られるべきである。誤飲も原因を「飼

い主の責任」とするのではなく、誤飲が起きないように指導するとこ

ろまで獣医師の任務である（島村 2012）。しかし、大学病院などの研

究機関に紹介されるケースは限定的であるため、予防に関する研究報

告は見当たらない。個々の獣医師の経験による指導が一般的である。

我々は、誤飲を発生させる可能性のある要因を調査し、予防への足が

かりになることを目指した。誤飲と関連性の高い要因が判明すれば、

要因をもつ犬を飼育する際に誤飲発生予防の観点から気をつけるべき

点および対策すべき点が明確になり、それらの対応が実施されれば誤

飲発生を減らすことが見込める（誤飲の予防措置）。 

 家庭飼育犬における異物誤飲発生の関連要因として、後天性環境的

要因と先天性遺伝的要因それぞれにその関連要因が挙げられる。前者

として同居人および同居動物の構成、飼い主の犬飼育経験や知識、去

勢避妊の有無、食事の与え方、飼い主といる時間、飼い主のところに

至るまでの環境等が挙げられ、後者として、犬種、個々の犬がもつ気

質等が挙げられる。これらを念頭に保険金請求データ、獣医師および

飼い主に向けたアンケート調査によって家庭犬の誤飲発生状況の分析

を行い、要因候補を調査した（Shimamura、2012）。また、犬の気質に

つ い て は 犬 の 行 動 解 析 シ ス テ ム C-BARQ (Canine Behavioral 

Assessment and Research Questionnaire) が 開 発 さ れ （ Hsu et 

al.2003）、世界的に本システムを活用した研究が行われている（van 

den Berg 2006; McGreevy 2013; Hoffman 2013; Duffy  et al. 2014; 

McMillan 2015; Roth et al.2016）。 C-BARQ は、犬の飼い主と行動学

の専門家が犬の気質や行動指向を客観的に評価するために用意された

質問表である。日本の犬においてもその有用性が報告され（Nagasawa 

et al. 2011）、その後日本版として開発された C-barq は国内の行動

科領域における研究および臨床において活用されている（Nagasawa et 

al. 2012; Kutsumi 2013; Tonoike et al. 2015）。本章では、すでに
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気質評価が行われている国内の家庭犬の飼い主に対して誤飲に関する

追加アンケートを行い、誤飲での通院経験の回数とその他の環境的要

因および遺伝的要因との関連を調査した。 

 

２－２  家庭犬の異物誤飲発生状況 

２－２－１ ペット保険データによる異物誤飲発生状況 

 アニコムのペット保険に加入している国内の犬を母集団とし、異物誤

飲に注目して疾患統計の記述的分析を行った。2010 年 4 月 1 日から

2011 年 3 月 31 日までにアニコム損保の「どうぶつ健保」の保険契約

を開始し、契約期間である１年間を契約満了または死亡解約した 0-12

歳の犬 299,653 頭を対象とした。各個体が契約開始した年齢ごとに１

頭とカウントし、消化管内異物、タマネギ/ネギ中毒、チョコレート中

毒、タバコ中毒、殺鼠剤中毒、薬物中毒のいずれかの診断名で請求が

あったものを「誤飲」として抽出、分析した。 

 

１）年齢別発生状況 

年齢別に発生状況を調査した（図 10）。0 歳が 5.7%（ 59,116 頭中 3,369

頭発生）、1 歳が 3.4%（ 46,712 頭中 1,570 頭発生）、2 歳が 2.4％（ 28,700

頭中 690 頭発生）、3〜 10 歳はそれぞれの年齢で 2.0%以下であった。手

術実施率には年齢間での大きな差はみられなかった。 
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図 10：犬の異物誤飲の年齢別発生率と手術実施率 

（アニコム家庭どうぶつ白書 2012）  

 

２）犬種別発生状況 

異物誤飲発生率の高い 0 歳の犬 29,558 頭を対象に、犬種別に誤飲発

生率を調査し、犬全体の平均 5.7％よりも高い罹患率を示した品種を

示した（図 11）。最も高い発生率を示した犬種は、フラットコーテッ

ド・レトリバーで 20.0％、続いて、バーニーズ・マウンテン・ドッグ

11.8％、ビーグル 10.8％、フレンチ・ブルドッグ 10.2％であった。 
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図 11：犬種別異物誤飲発生率  

（  ０歳、n=29,558 頭、アニコム家庭どうぶつ白書 2012）  
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２－２－２ インターネット調査による異物誤飲発生状況 

臨床獣医師（以下、獣医師）および「どうぶつ健保」契約者（以下、

飼い主）に対し、「誤飲」に関わる知見の収集を目的にインターネット

調査を行った。獣医師を対象にした調査は 2011 年 11 月 14 日〜 12 月

24 日、飼い主を対象にした調査は、同年 12 月 2 日〜18 日に実施した。

獣医師 172 名、飼い主 4,117 名から回答を得、分析した。 

 

１）異物内容とその危険度 

 異物内容は、１）消化管穿孔・腸閉塞など物理的な危険性をもつい

わゆる「Ⅰ.異物」と、２）全身症状を引き起こす薬理的な危険性をも

つ「Ⅱ.（中）毒物」とに大別される。一般的に前者の発生件数が多く

身近で、後者の発生件数は多くないものの深刻な症状を示すことが多

いという特徴があり、その対処法は若干異なる。そこで、異物内容に

ついてのアンケート結果を、「Ⅰ.異物」「Ⅱ.（中）毒物」に大別して

考察を行った。さらに、それぞれの異物内容について「今までに１回

以上経験したことのある異物内容」を分母にし「異物摂取が原因で死

に至った経験のある内容物」の割合を算出することで、内容物ごとの

致死性を暫定的に表した。内容物ごとの死に至る危険性を現時点で入

手できたデータから暫定的に予測したいという意図から、本来の致死

率とは全く異なるが、ここでは暫定致死率と呼ぶ。 

 

Ⅰ．異物 

 異物の中で最も暫定致死率が高かったのは、「ひも」であった（表３）。

アンケートに回答した 87％の獣医師に経験があり、16％の獣医師に死

亡症例の経験まであった。 

 

 

 

 

 



35 
 

 

表 ３ ： 異 物 内 容 に 関 す る 獣 医 師 向 け ア ン ケ ー ト 結 果  （ INFOVETS 

No.156）  

 

a. 「 今 ま で に １ 回 以 上 経 験 し た こ と の あ る 異 物 内 表 物 を す べ て お 選 び く だ さ い 」

と い う 設 問 に 「 あ る 」 の 回 答 数  

b.「 異 物 接 種 が 原 因 で 死 に 至 っ た 経 験 の あ る 内 容 物 を お 答 え く だ さ い 」 と い う 設

問 に 対 す る 「 あ る 」 の 回 答 数  

( n=172 名 ) 

 

 続いて、暫定致死率が高かったのは、「靴下やタオルなどの布類」、

「（団子や焼き鳥などの）竹串」、「果物や梅干しの種」、「石や砂」、「ボ

ール」であった。これらの異物は人の乳幼児の誤飲事故ではほとんど

検出されておらず（厚生労働省 2010）、犬特有の行動習性、もしくは、

犬と飼い主との関係に起因する可能性がある。 

 

Ⅱ．（中）毒物 

（中）毒物の中で最も暫定致死率が高かったのは、「エチレングリコー

ル（不凍液）」であった（表４）。車のエンジン用の不凍液だけでなく、

夏場に使われる保冷剤の誤飲事故も発生していた。 
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表４：（中）毒物内容に関する獣医師向けアンケート結果（ INFOVETS 

No.156）  

 

a. 設 問「 今 ま で に １ 回 以 上 経 験 し た こ と の あ る 異 物 内 表 物 を す べ て お 選 び く だ さ い 」に

対 す る 「 あ る 」 の 回 答 数  

b.設 問「 異 物 接 種 が 原 因 で し に 至 っ た 経 験 の あ る 内 容 物 を お 答 え く だ さ い 」に 対 す る「 あ

る 」 の 回 答 数  

( n=172 名 ) 

 

 続いて、暫定致死率が高かったのは、「ナメクジ駆除剤」「殺鼠剤」

「観賞用ユリ」「除草剤」であった。これらは、誤飲事故の発生自体は

それほど多くないが、発生してしまうと死にいたる可能性が高いとい

う極めて危険度の高いものである。また、「ヒトの医薬品」は暫定致死

率が高かっただけでなく、87％の獣医師に経験があり、28％の獣医師

に死亡経験があった。 

 

２）死亡報告のある異物内容 

「ひも」「殺鼠剤」「エチレングリコール（不凍液）」には、獣医師から

多くの死亡経験が寄せられた（表５）。 
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表 5：獣医師向けアンケートにて、死亡経験があるとの回答が得られ

た異物内容一覧（INFOVETS No.156） ( n=172 名 ) 

 

 

３）犬の中毒物に関する認知度 

 飼い主に、「チョコレート」、「ネギ」、「観賞用ユリ」、「ポインセチア」、

「チューリップ」、「αリポ核酸（ヒト用サプリメント）」それぞれにつ

いて、犬に中毒を起こす可能性があると知っているか質問としたとこ

１  
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ろ、「ネギ」「チョコレート」が犬に中毒を起こす可能性があることを

知っていた人は 90％以上いたのに対して、その他の物が中毒を起こす

可能性があることを知っていた人は 30％以下にとどまった（表 6）。特

に死亡報告件数の多かった「観賞用ユリ」は、観賞用として一般家庭

に身近な植物であるにも関わらず、犬が食した場合に中毒を起こす可

能性があることが、「ネギ類」「チョコレート」に比べてあまり知られ

ていないことが明らかとなった。 

 

表 6：飼い主向けアンケートにおいて、それぞれの中毒物が、犬に中

毒を起こす可能性があると知っていると答えた割合（n=4,117 名）  

 

 

 

４）異物誤飲発生後、飼い主さんからよく聞く言葉  

 獣医師向けアンケートにおいて、6 割以上の先生が「ちょっと目を離

したすきに」「あっと思った時には、もう遅くて」「危ないといつも気

を付けていたのですが」を、飼い主からよく聴く言葉としてあげてい

た（表 7）。  
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表 7：異物誤飲で来院された飼い主からよく聴く言葉 

（ INFOVETS No.156） ( n=172 名 ) 

 

 

 犬の異物誤飲は飼い主の不注意とされがちであるが、この結果から

普段飼い主が気をつけていないわけではないことが明らかとなり、よ

り具体的な対策の必要性が示唆された。 

 また、「最近ダイエットをさせていて」という言葉を、８％の獣医師

がよく聴くと回答した。避妊・去勢後や、肥満傾向のどうぶつに対し

てダイエット指導をする際には、個体の性格への配慮や環境整備を施

した上で、食事回数を頻回にする・寒天など満腹感を得やすい素材を

組み合わせる・ハンドフィーディングで食事時間そのものを長くする

など、誤飲リスクの高い空腹時間を減らす指導も合わせて実施すべき

である。 

 

５）異物誤飲に対する処置法  

 獣医師向けアンケートにて、異物誤飲発生時の有効な検査および治

療についても併せて調査したところ、個々の獣医師によってばらつき

がみられていた。特に意見が分かれた検査は、内視鏡検査で、内視鏡

検査を「よく行う」病院は 53％で、「あまり行わない」病院は 40％と、

ほぼ２分された（表８−１）。犬の催吐処置で比較的多く選択されてい

た薬剤は、「オキシドール」 46％、「トラネキサム酸」 36％であった

（表８−２）。  
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表８−１：異物誤飲後の検査実施状況   

（INFOVETS No.156） (獣医師向けアンケート n=172 名 ) 

 

 

 

表８−２：犬の催吐処置で主に使用している薬剤  

（INFOVETS No.156） (獣医師向けアンケート n=172 名 )  

 

「犬の催吐処置でメインとして使用している薬剤をお教えください。」 
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２－３ 犬の行動解析システムを活用したリスク要因の探索 

２－３－１ 方法  

 犬の行動解析システム C-barq（ C-BARQ 日本版）によってすでに気質

評価が行われている犬の飼い主 3,696 名を対象に、誤飲での通院経験

の回数（以下、誤飲回数）および飼育環境等についての 11 項目、合計

12 項目のアンケートを行った（表 9）。アンケート実施期間は 2012

年 8 月 10 日～ 2012 年 8 月 27 日とした。ここで得られた回答とすでに

実施済みであった気質評価に対し、犬種グループ（表 10）、飼育環境

アンケート結果、気質スコアのそれぞれと誤飲回数との関係をみるた

めに相関分析を行った。気質スコアは、多くの犬種から集めた行動デ

ータ（2008 年 12 月現在 9749 頭、世界 8 カ国、19 の盲導犬協会を含

む）をもとに、統計解析と再現性試験を行い、その信頼性・有効性に

ついて一定の評価を得て、13 の気質スコアとして算出されたものであ

る（Hsu, Y. et.al. 2003）。  

 

表 9：飼育環境アンケート項目 
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表 10：犬種グループ 

Group 番号  犬種グループ 主な犬種 

Group1 Ancient Spitz 

柴犬、秋田犬、バゼンジー、アフガ

ンハウンド、シベリアンハスキーな

ど 

Group2 Toy 
ポメラニアン、チワワ、パピヨン、

シーズー、パグなど 

Group3 Spaniel 
コッカスパニエル各犬種、キャバリ

ア、イングリッシュ・セッターなど 

Group4 Scent hound 
バゼットハウンド、ミニチュアダッ

クス、ビーグル、ワイマラナーなど 

Group5 Working 
ドーベルマン、ミニチュアシュナウ

ザー、プードルなど 

Group6 Mustiff 
ブルテリア、ボストンテリア、ブル

ドッグ、フレンチ・ブルドックなど 

Group7 Small Terriers 
ケアンテリア、ヨークシャテリア、

ウェスティなど 

Group8 Retriever 

ラブラドールレトリバー、ゴールデ

ンレトリバー、フラットコーテッド

レトリバー、セントバーナード、ロ

ットワイラー、バーニーズマウンテ

ンドックなど 

Group9 Herding 
コリー、ボーダーコリー、コーギー、

オーストラリアン・シェパードなど 

Group10 Sight hounds  
イタリアン・グレーハウンド、ウィ

ペットなど 
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２－３－２  結果  

 310 名から回答を得た（回答率 11.9％）。そのうち、異物誤飲での通

院経験のある犬の飼い主は 112 名、その経験のない飼い主は 198 名で

あった。 

 

１）異物誤飲回数と犬種グループの関連性 

 犬種グループ間において、異物誤飲回数の偏りに統計的有意差はな

かった。レトリバーグループは高い誤飲傾向があった（表 11）。  

 

表 11：異物誤飲経験回数と犬種グループの相関 

 

 

２）異物誤飲回数と飼育環境アンケート結果の関連性 

 飼育環境アンケートの結果と誤飲回数との関連性を調査した結果、

アンケート時に避妊去勢をしていない犬と誤飲回数との相関係数と比

較して、避妊去勢をしている犬と誤飲回数との相関係数が有意に高か

った（P＜ 0.05）（表 12）。  
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表 12：異物誤飲回数と飼育環境アンケート結果の相関 

 

 

３）異物誤飲回数と C-barq 気質スコアの関連性 

 C-barq で算出された１３の気質スコアと誤飲回数との間の相関を

調査した（表 13）。愛着行動(飼い主に執着して常に注目を浴びよう

とする傾向)と追跡能力(猫 、鳥 、リ ス と い っ た 小 動 物 を 追 い か け

る 傾 向 )の高い犬に誤飲の発生率と有意な相関があった（P＜ 0.05）。 

 

表 13：異物誤飲回数と C-barq 気質スコアの相関 
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２－４ 考察  

 今回、ペット保険データおよび各種アンケート結果から、いくつか

の誤飲のリスク要因が明らかとなった。 

 まず、異物誤飲の好発年齢は過去の報告と同様に、0〜１歳といった

幼齢犬に発生が多い傾向を示した(Stander 2011)。その理由として、

これら幼齢犬の飼い主の傾向として、飼育し始めで慣れない場合も多

く、様子を見ることが不安で早めに来院している可能性が挙げられる。

また、一般的に６ヶ月齢くらいまでの若齢犬は、好奇心が警戒心や恐

怖心よりも上回っていることも、関係している可能性がある。人間に

お い て も 同 様 に 、 乳 幼 児 の 異 物 誤 飲 事 故 が 多 く 報 告 さ れ て お り

（Altkorn  2008; 厚生労働省 2010）、特に 0〜２歳児では、運動機能

に比べて、危険予知能力などの高次脳機能の発達が遅いことがその理

由と考えられている。母親は出産前後に小児科医院のポスターや母子

手帳などで、誤飲を含めた事故の予防啓発を受ける。消費者庁では、

子どもを事故から守る！プロジェクトとして、ホームページやメール

マガジン「子ども安全メール from 消費者庁」、イベント等を通して、

体験談や予防策の共有、安全チェックリストとワンポイントアドバイ

スの提供などが行われている。このようなプロジェクトを消費者庁で

推進することになった背景には、厚生労働省、経済産業省など多岐に

わたる分野の横断的な連携が事故防止につながるという認識に至った

からであり、ペット分野でも、動物病院だけでなく、ペットショップ、

ペットグッツやペットおやつのメーカーなどと連携して、これらの事

例を参考に予防啓発を行っていくことが、予防効果の増進につながる

と思われる。 

 異物誤飲の多発していた犬種は、フラットコーテッド・レトリバー、

バーニーズ・マウンテン・ドッグ、ビーグル、フレンチ・ブルドッグ

であったことがペット保険データから明らかになり、10 頭に１頭以上

の割合で誤飲による保険金請求が発生していることが分かった。犬の

行動解析システム C-barq で気質調査がすでに行われている犬に対す

る追加アンケートにおいても同様に、フラットコーテッド・レトリバ
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ーやバーニーズ・マウンテン・ドッグを含むレトリバーグループに高

い傾向がみられた。レトリバーは、鳥猟犬として撃ち落された鳥の回

収（レトリバー）をする役割をもっている。家庭犬として飼育されて

いる場合においても、その本能を満たすために家にあるものを回収の

対象と見なし口にくわえ、遊んでいるうちに誤飲事故につながってい

る可能性が高い。また、異物誤飲経験のない犬と比較してある犬のほ

うが高い関連を示していた気質に「追跡能力」がみられた。その理由

としてはレトリバーグループ同様、狩猟本能との関連が示唆される。

犬は本来、摂食行動として探索行動と追跡・捕食行動に１日の大半の

時間とエネルギーを費やすが、家庭飼育下では、それらの必要がなく

なる。家庭犬は、狩猟の必要のない環境におかれ、その優れた嗅覚と

広い視野、動くものへの反応性といった本能や欲求が十分に満たされ

にくい可能性がある。さらに、避妊去勢手術を受けて基礎代謝量が低

下する、十分な満腹感を得られないダイエットなどが行われている、

などの場合、欲求が満たされない可能性が一層高まる。レトリバーグ

ループや追跡能力の高い犬を飼育する際には、そのことを同居家族全

員が十分に認識する必要があり、業界をあげてその啓発に取り組むべ

きである。具体的には、毎日噛んでもいいものを与える、散歩や遊び

などで十分にエネルギーを発散さっせる、フードが入れられるおもち

ゃなどで食事時間を延長させる、ダイエットをする場合はその満腹感

に十分留意する、致死の可能性のあるようなものを犬の届くところに

おかない、クレートを活用する、などの環境飼育整備が挙げられる(島

村 2012； 2013)。また、くわえてしまった危険なものを飲み込ませな

いよう「ちょうだい」「離して」などのトレーニングも高い予防効果

が見込める。 

 「異物誤飲」といっても、飼い主、もしくは、獣医師同士が用いる

同類の言葉に、「（異物）誤食」「誤飲誤食」「誤嚥」「盗食（盗み食い）」

「拾い食い」「異嗜」「異食（症）」「Foreign body ingestion」「 pica」

「 ingestive behavior」「消化管内異物」などがあり、異物内容や発生

状況、症状などの個別の状況によってより適切な表現が使われている。
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最も広義の意味として、今回「異物誤飲」という言葉を用いたが、犬

にとっては「誤って飲んだ（＝誤飲）」わけではない、「チョコレート」

「サプリメント」「犬用おやつ」「犬用ガム」なども異物もしくは毒物

となり、今回の調査では致死的な事故が発生していることが明らかと

なった。他にも、「エチレングリコール（不凍液）」「ナメクジ駆除剤」

「殺鼠剤」「除草剤」「（団子や焼き鳥などの）竹串」のような危険性が

認識されているものだけでなく、「靴下やタオルなどの布類」、「果物や

梅干しの種」、「石や砂」、「ボール」「観賞用ユリ」など、家庭内で身近

なものが重大な誤飲事故につながることが判明した。飼い主への予防

啓発の際には、具体的な症例と合わせて犬種ごとにイメージしやすい

表現をするよう留意すべきである。１件でも死亡報告のある異物内容

については、すぐに情報交換を行い、予防啓発につなげられるような

システムづくりも重要である。 

 「愛着行動」という気質が、誤飲経験のない犬に比べて異物誤飲経

験のある犬に関連が高いことも分かった。愛着行動の多い犬が飼い主

としては口にしてほしくないものを口にした時に、飼い主の注目を得

られることを学習し、それらを口にすることで飼い主の注目をより得

ようとその行動が強化されている可能性はある。また、本来、犬は社

会性の強い動物で、特に母犬や他の犬と一緒に過ごしてきた犬は、単

独で留守番することに慣れていないため、留守番中に不安が強くなり

「分離不安症」を発症することがある。その転位行動としてひもや布

類などをかんでいた結果、誤飲につながっている可能性も考えられる。

そういった可能性が示唆される誤飲事故に遭遇した場合には再発防止

のために、行動療法の専門家への紹介も視野に入れておくべきである

結果が得られている。  

 以上、「 0〜１歳」「フラットコーテッド・レトリバー」「バーニー

ズ・マウンテン・ドッグ」「ビーグル」「フレンチ・ブルドッグ」「レ

トリバーグループ」「避妊去勢の実施」「愛着行動（の多さ）」「追

跡能力（の高さ）」が誤飲のリスク要因候補となった。これらの候補

に対して、具体的な対策を行い、その対策の効果を測定、検証してい
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くことで、実質的な誤飲予防が期待できる。  

 本調査中、異物誤飲の予防方法だけでなく、誤飲発生時の有効な対

処法についても標準化がなされておらず、個々の獣医師によってばら

つきがみられていることが明らかとなった。特に、ばらつきのみられ

た対処法は内視鏡検査と催吐剤の選択であった。内視鏡検査の実施頻

度の病院間による違いは、内視鏡を所持しており、かつ、その扱いに

慣れている病院であるかどうかによるものと考えられた。内視鏡は検

査と同時に異物処置ができ、麻酔が必要では有るものの、外科処置に

比べて侵襲性が低い。必要に応じて内視鏡検査が可能な病院への紹介

が地域内で円滑に行われる仕組みづくりが期待された。また、催吐剤

は、中枢の CTZ を刺激するアポモルヒネと胃腸の催吐知覚神経を刺激

するオキシドール（過酸化水素）がよく使われる。前者は強力で即効

性があり欧米で広く使われているものの日本では試薬としてしか入手

できないため、後者が選択されてきたが、飲ませにくい、組織障害性

が強く異物除去後も嘔吐が続くなどの短所もある。そのためか、日本

では、止血剤として使われているトラネキサム酸に副作用として嘔吐

が認められることを利用して、本剤が催吐処置に広く利用されるよう

になっている。そこで、我々は、本剤の嘔吐機序の解明（Kakiuchi 2014）、

催吐剤としての適切な投与方法の検証（Kakiuchi 2014）などを行って

いる。  

 異物誤飲に関しては、適切な医療体制の構築と各分野の連携による

具体的な予防対策の両方を地域ぐるみで行っていくことで、どちらも

大きな改善が見込まれた。このように、保険データや保険契約者等へ

のアンケート結果を得て、そのデータから疾病についての原因解析を

行い、その予防に有効な効果が誤飲については有効であったことが明

らかとなり、保険データ等による予防獣医療への活用に価値があるこ

とが証明された。  
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２－５ 小括  

日本の家庭飼育犬において、誤飲の発生頻度は多く、飼い主にとっ

て心理的かつ経済的負担がある。また、死亡事故につながる恐れもあ

り、適切な飼育指導を行うことで予防対策を講じていく必要がある。

今までその予防対策につながるリスク要因の探索が行われてきたとは

言い難い。そこで、ペット保険データおよびアンケート調査により誤

飲予防につながるリスク要因探索を行った。 

他の年齢に比べて０〜１歳、他の犬種と比較してフラットコーテッ

ド・レトリバー、バーニーズ・マウンテン・ドッグ、ビーグル、フレ

ンチ・ブルドッグ、犬種グループとしてはレトリバーに多くの誤飲発

生が起きていた。避妊去勢の実施は未実施に比べて誤飲発生との関連

が高かった。犬で行動特性とされる 13 の気質の内、「追跡能力」「愛着

行動」について、誤飲経験との関連が示唆された。また、誤飲内容と

して、「チョコレート」「エチレングリコール（不凍液）」「ナメクジ駆

除剤」「殺鼠剤」「除草剤」「（団子や焼き鳥などの）竹串」のような危

険性が認識されているものだけでなく、「靴下やタオルなどの布類」、

「果物や梅干しの種」、「石や砂」、「ボール」「観賞用ユリ」のように生

活空間に身近に存在するもの、「サプリメント」「犬用おやつ」「犬用ガ

ム」など犬としては誤って口にしたものではないものも致死的な誤飲

事故になっていることが判明した。 

 これらのリスク要因候補に対して、具体的なイメージが伝わるよう

な予防啓発、個別要因に対する対策等を行い、実施した対策の効果を

測定、検証、再実施していくことで、保険データ等から得られたデー

タに基づき、実質的な誤飲予防が期待できることが明らかとなった。  
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第３章 犬の腫瘍罹患状況と乳腺腫瘍早期診断マーカーの探索 

 

３－１  はじめに 

 第２章と同様に、保険データ等による疾病予防に対する有効性を高

め、重症化予防を具現化するため、犬の腫瘍である乳腺腫瘍について

調査した。実際、日本の家庭犬の死因の第１位は腫瘍との報告があり

（ Inoue 2015）、 10 歳 の 犬 の 腫 瘍 疾 患 の 推 定 年 間 診 療 費 は 、 雄 犬 で

80,125 円、雌犬で 91,862 円であり、腫瘍疾患の治療は飼い主にとっ

て精神的な負担だけでなく、経済的な負担もかかっていることが示唆

され、腫瘍に対する効果的な予防対策が望まれている。腫瘍の予防対

策としては、発症予防が理想ではあるが、まずは早期発見により重症

化を予防することで、致命的な事態を防ぐことができるという考え方

が人で主流である。第１章にて、腫瘍疾患は、７歳以降の罹患率の上

昇が急激であることが明らかとなり、その直前のタイミングを健診対

象とすることで、より効果的な健診が可能と考察した。本章では、腫

瘍ハイリスク群へのアプローチを目指し家庭犬の腫瘍罹患状況を調査

し、雄犬に比べて雌犬に高い腫瘍罹患率を示した理由と推測される乳

腺腫瘍に対して、簡易な検査方法を模索することを目的に重症化予防

につながるマーカーの探索を行った。 

 

３－２  腫瘍罹患状況 

 2008 年 4 月 1 日～2009 年 3 月 31 日までにアニコム損保と契約した

犬 219,839 頭 (雄 116,550 頭、雌 103,289 頭、 0〜 12 歳 )を母集団と

し、腫瘍疾患を理由とする保険金支払いの状況を調査した。これまで

の章と同様、「罹患率＝保険金支払いのあった犬の頭数/保険に契約し

ている犬の頭数」と定義し、算出した。性別、年齢、犬種ごとにそれ

ぞれ算出した罹患率を比較し、それぞれの集団の特徴を検討した。  

 

 

 



51 
 

 

３－２－１ 犬の腫瘍疾患罹患率の雌雄差 

犬の腫瘍疾患の罹患率は、雄で 6.4％、雌で 7.9％と、雌の方が 1.5％

高い値を示した。それぞれ、加齢に伴う罹患率の増加がみられ、特に

6〜７歳以降はそれ以前に比べて急激な増加傾向を示していた（図 12）。 

図 12：犬の腫瘍疾患罹患率の年齢推移  

 

 

 

３－２－２ 死亡理由に腫瘍疾患が占める割合 

 0 歳 、５歳 、10 歳 それぞれにおける死 亡 理 由 を推 測 するため、死 亡 解 約 の直

前 １ヶ月 間 にあった保 険 金 請 求 がどの疾 患 分 類 で請 求 があったかを調 べ、そ

の件 数 割 合 を示 した（図 13）。腫 瘍 疾 患 が占 める割 合 は、0 歳 時 で 0．0％、５

歳 時 で 14.0％、10 歳 時 で 16.9％であった。10 歳 では６頭 に１頭 以 上 が腫 瘍

で死 亡 していることが示 唆 された。 
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図 13：死亡契約前の請求割合（アニコム家庭どうぶつ白書 2010）  
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※死 亡 解 約 直 前  1 カ月 間 に動 物 病 院 を受 診 し保 険 金 請 求 をした契 約 にお

いて、保 険 請 求 のあった疾 患 を調 査 し、その件 数 割 合 を年 齢 (0、5、10 歳 )ご

とに示 した。 

※ n 数 ： ０ 歳 の 犬  48 頭 、 ５ 歳 の 犬 102 頭 、 10 歳 の 犬 144 頭  

 

３－２－３ 犬種別の腫瘍疾患罹患率 

飼育頭数の多い上位 16 品種および 10kg 未満の混血犬の中で最も高

い 腫 瘍 疾 患 の 罹 患 率 を 示 し た 犬 種 は 、 ゴ ー ル デ ン ・ レ ト リ ー バ ー で

15.4％、続いてパグ 11.8％、ラブラドール・レトリーバー11.6％であ

った（図 14）。一方で、「腫瘍疾患」の罹患率は、ポメラニアン、チワ

ワ、パピヨンにおいては３％以下と低い値を示していた。 
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図 14 犬種別の腫瘍疾患罹患率 

 

３－２－４ 犬の乳腺腫瘍の罹患率 

 2008 年度にアニコム損保に契約した 0〜 11 歳の犬  218,838 頭 (雄

116,035 頭、雌 102,803 頭 )を対象に乳腺腫瘍で請求があった犬の罹

患率を調査したところ、雄犬で 0.0％、雌犬では 1.4％であった。その

差は、腫瘍全体の罹患率の性差 1.5％とほぼ同値を示した。また、そ

の年齢推移は、腫瘍疾患全体と同様に加齢による増加傾向を示し、雌

犬における乳腺腫瘍の罹患率は 4 歳で 0.4％、11 歳ではその約 10 倍の

3.9％であった（図 15）。  
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 図 15  乳 腺 腫 瘍 の罹 患 率 の年 齢 推 移 （アニコム家 庭 どうぶつ白 書  2010） 

 

 

 

 

 

 

 

 乳腺腫瘍の罹患率が犬全体の 0.7％よりも高い値を示していた犬種

は、マルチーズで、1.3％、続いて、ミニチュア・ダックスフンド、ウ

ェルシュ・コーギー・ペンブローグ、トイ・プードルがそれぞれ 0.8％

であり、犬全体の平均の 0.6％に比べ高い値を示した（図 16）。これら

は、腫瘍疾患全体で高い罹患率を示していた犬種とは異なっていた。 
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図 16 乳腺腫瘍の罹患率が高い犬種 

 

３－３  乳腺腫瘍の犬におけるガン関連遺伝子発現量と病理診断の関

連 

重症化予防に寄与する乳腺腫瘍マーカーを探索する目的で、乳腺腫

瘍 の 手 術 適 応 と な っ た 犬 の 血 液 お よ び 摘 出 組 織 中 の 腫 瘍 関 連 遺 伝 子

p21、 p53、 erbB2、 BRCA1 および BRCA2 の mRNA 発現量を測定した。 

本研究は文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の助成に

より行われた。 

 

３－３－１ 材料と方法 

 東京および京都の７軒の動物病院から、2010 年 1 月 1 日から 2010
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年 4 月 25 日までに乳腺腫瘍摘出術を受けた犬 16 頭（すべて雌、年齢

5 歳～16 歳、ミニチュアダックスフンド 5 頭・混血３頭・ヨークシャ

テリア２頭・トイプードル・ウェルシュコーギー・ポメラニアン・ス

コッチテリア・柴・シーズー各１頭）の全血および摘出組織の一部を

集めた（表 15）。摘出組織はすべて日本獣医生命科学大学獣医病理学

教室にて、定法に従い組織標本を作製し国際基準（WHO 2011）に準拠

して診断した。摘出組織からトータル RNA を抽出後、Qiagen 社

QuantiTect Rev.Transcription Kit を用いて cDNA を作製し、プラス

ミド DNA による絶対定量解析（Applied Biosystems 社  Realtime PCR 

system 7300、 Takara 社  SYBR Premix Ex Taq II および段階希釈）を

行った。対象とする遺伝子は、p21、P53、BRCA1、BRCA2、erbB とした。

こ れ ら の 遺 伝 子 は 人 乳 腺 腫 瘍 の 一 般 的 な 遺 伝 子 診 断 マ ー カ ー で あ る 。  

 

表 14：サンプル一覧 

 

※ d0024 については、摘出組織から２箇所採取し、それぞれを a,b と

した。 
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３－３－２  結果  

１）病理診断 

 検体 16 頭のうち、11 例が良性、５例が悪性と病理診断された（図

17−１、 17−２）。  

 

図 17−1 悪性 d0021（ポメラニアン６歳、管状乳頭状腺癌） 

核分裂像（矢印）と強い異型を示す乳腺上皮細胞様の腫瘍細胞の増殖  
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図 17−2 良性  d0004 （ヨークシャテリア８歳、単純型腺腫） 

異型の弱い細胞増殖  

  

２）遺伝子の mRNA 発現量と悪性度の関連 

 腫瘍関連遺伝子の発現量を、抽出 RNA 1 ng あたりの copy 数および

ハウスキーピングジーンであるβアクチンとの比で表した（表 16、図

18−１、図 18−2、図 18−3、図 18−4、図 18−5）。今回調査した５種の遺

伝子の mRNA 発現量はどれも個体差が大きく、悪性度との間に有意差（P

＜ 0.05）は認められなかった。 
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表 16 腫瘍関連遺伝子の発現量 

 

 

図 18−１  Ｐ 21 の mＲＮＡ発現量(抽出ＲＮＡ1ng あたりの copy 数 ) 
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図 18−2 Ｐ 53 の mＲＮＡ発現量(抽出ＲＮＡ1ng あたりの copy 数 ) 

 

 

図 18−3 ＢＲＣＡ1 の mＲＮＡ発現量(抽出ＲＮＡ1ng あたりの copy

数 ) 
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図 18−4  ＢＲＣＡ2 の mＲＮＡ発現量(抽出ＲＮＡ1ng あたりの copy

数 ) 

 

 

 

図 18−5  erbＢ 2 の mＲＮＡ発現量(抽出ＲＮＡ1ng あたりの copy 数 ) 
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３－４ 考  察  

３－４－１ 犬の腫瘍疾患の現状とその重症化予防への試み 

犬では、６〜７歳以降に腫瘍疾患の急激な罹患率の上昇が見られ、10

歳では６頭に１頭以上が腫瘍で死亡していることが示唆された。人で

は、40 代後半からがん死亡率の増加がみられるため、自治体等で 40

歳を境にがん検診を奨励していることが多い。犬であてはめると 5 歳

以降が特にがん検診を必要とするタイミングであると考えられた。ま

た、雄犬に比べて雌犬の腫瘍罹患率の方が高値を示していたが、乳腺

腫瘍による可能性が高いと考えられる。 

ゴールデン・レトリバーが特に高い腫瘍罹患率を示す犬種であった。

アメリカにおいても、ゴールデン・レトリーバーおよびボクサーが、

腫瘍による死がジャーマン・シェパード、ラブラドール・レトリーバ

ー、ロットワイラーに比べて有意に高いという報告（Craig LE 2001）

があり、今回の調査結果は同様の傾向を示していると考えられた。

Golden Retriever Club of  America が 1,444 頭のゴールデン・レトリ

バーを対象に調査を行い、死因の多くを腫瘍疾患が占めていたことを

受けて、その後がん研究に寄与しようと大規模な血液サンプルの収集

を行っている。飼い主が積極的にサンプリングに関与することは、飼

い主のがん予防に対する意識向上につながり、研究的意義だけでなく

予防的意義も高く、日本でも同様の試みが望まれる。また、腫瘍はヒ

トでも死亡原因の多くを占め、小型犬は大型犬と比較して寿命が長い

という報告（Inoue 2015; Adams 2010）があることから、今回調査対

象とした年齢（0～ 10 歳）を今後高年齢に広げていくと、小型犬の腫

瘍罹患率はさらに高い値を示す可能性があると考えられた。 

 

３－４－２  犬の乳腺腫瘍の重症化予防への試み 

 今回の調査で高い乳腺腫瘍の罹患率を示したマルチーズには、ハイリ

スク群としてホームチェックおよび病院での健診が推奨される。小型

犬の乳腺腫瘍は、その他の犬種に比べて良性であることが多いと報告

されており（Ito et al.2005）、乳腺に腫瘍が触知された際には、外科

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Craig%20LE%255BAuthor%255D&cauthor=true&cauthor_uid=11563442
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的に摘出するか否かの判断材料として、現在臨床現場で行われている

細胞診所見に加え、より客観的な診断補助ツールとして腫瘍マーカー

の開発が待たれる。腫瘍マーカーの歴史は、1848 年の骨髄腫患者尿中

に出現する Bence Jones 蛋白の発見に始まった。わが国において現在

人で保険適用されている腫瘍マーカーだけでも約 40 種類以上あり、年

間 1 億件近い検査が実施されているという。「多くの腫瘍に利用できる

汎用性腫瘍マーカー」と「限られた腫瘍に特異性のある組織選択性腫

瘍マーカー」とがあるが、どれも感度（がん陽性率）は 50～ 80％であ

るし、特異度（非がん陰性率）も完璧なものはなく相対的な高低にす

ぎないため、いくつかのマーカーを組み合わせて利用することも多い。

犬では血清カルシウムや上皮小体ホルモン（ＰＴＨ）、ＰＴＨ関連ペプ

チドなど高カルシウム血症を引き起こす因子が一部の腫瘍の診断補助

として一般的に使われてきた。今後は犬においても人と同様全ゲノム

の塩基配列が明らかになったことにより、腫瘍マーカーとして特異的

な発現パターンを示す遺伝子が見つかる可能性がある。  

 ひとで乳腺がんの 10％は遺伝性疾患といわれており、遺伝カウンセ

リングを行いＢＲＣＡ1/2 遺伝子検査を提供できる医療機関が増えつ

つある。癌抑制遺伝子ＢＲＣＡ2 の変異は、乳がん発症要因のひとつ

として犬でもその可能性が示唆されている(Rivera, 2009)。しかし、

イヌＢＲＣＡ2 において腫瘍発症との因果関係が確実な変異は報告さ

れていないため、我々は、PCR 法によるＢＲＣＡ2 の変異解析法を確立

し、コンセンサス配列を決定し、今後のイヌＢＲＣＡ2 研究を進めて

いるところである（Yoshikawa,2012）。     

 今回、腫瘍関連遺伝子 p21、p53、erbB2、BRCA1 および BRCA2 の mRNA

発現量を測定したが、どれも個体差が大きく、悪性度との間に有意差

（P＜ 0.05）は認められなかった。人乳腺腫瘍の診断において腫瘍マー

カーの変異の有無がガン発症や悪性化に影響を与えることが明らかと

なっており、今後、mRNA 発現量だけでなく、変異の有無についての検

討が重要であると考えられる。 

ちなみに、発症予防の観点から、雌で多くみられる乳腺腫瘍は、初
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回発情の前に避妊手術をすることにより、発生が抑えられるという報

告（Schneider,1969）があり、アメリカでは予防的に避妊手術をする

ことが一般的である。しかし、ヨーロッパの一部や日本では「健康体

に対する手術」に抵抗感をもつことも多く、アメリカほどには一般的

でない。例え、疫学的根拠のある予防方法が示されても、こういった

価値観や倫理的な問題に遭遇することもある。また、乳腺腫瘍には予

防効果がある方法だとしても、避妊手術には、肥満などのデメリット

もあることを考慮しなくてはならないと考えられる。 

 

３－４－３  がん対策の留意点 

日本人の死因の第１位は 1981 年以降ずっとがんである。わが国はが

ん対策としてがん検診、がん研究が厚生労働省を中心に推進されてい

る。2007 年 6 月には、がん対策基本法に基づきがん対策推進基本計画

が閣議決定され、その中の項目には、『がん登録』として科学的知見に

基づく適切ながん医療を提供するための情報インフラの整備、『がんの

早期発見』として国際的にみても低い状況にある検診受診率の向上な

どがあり、それぞれに個別目標が設定され、取り組みが行われている。

動物医療にとってこれらから学ぶことは多い。がんの予防対策を考え

る際重要なことは、早期発見の仕組みづくりとそのための情報インフ

ラの整備である。医療業界に比べて動物医療業界は、規模がほぼ 10

分の１と小さいことから、医療業界よりも実現性が高いこともあるか

もしれない。また、犬はヒトよりも短い寿命であるため、健康な時か

ら多くのゲノム情報をデータベース化することで、がん発生の有無や

薬の有効性等にかかわる遺伝情報を多く早く得て、オーダーメード医

療の発展に貢献できる可能性がある。 

 がん検診の受診の重要性を訴えることは重要であるが、がん検診そ

のものに対する理解を促す必要もある。例えば、検診で腫瘍が疑われ

たからといって必ずしもそれは悪性腫瘍、すなわちがんではない。し

かし、国立国語研究所の調査によると、「腫瘍」という言葉の受け止め

方は，ひとによって異なり，「腫瘍はがんと同じものである（22.6％）。」
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というような過度な不安につながる誤解と，「良性腫瘍は絶対にがんに

はならない（23.6％）。」というような過度な楽観につながる誤解とが

あることに留意しなくてはならない。また、がん対策推進基本計画に

おいて、『がん医療』における治療の初期段階からの緩和ケアの実施と

いった患者および患者家族の身体的精神的サポートが重点的に取り組

むべき課題とされている。それが示唆するように、『がんの早期発見』

を推進する際には、その後のサポート体制の充実が必須であることが

明らかになった。 
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３－５ 小括  

 本章では、腫瘍ハイリスク群へのアプローチを目指し家庭犬の腫瘍

罹患状況を調査し、乳腺腫瘍に対して、簡易な検査方法を模索するこ

とを目的に腫瘍マーカーの探索を行った。 

犬（0～ 10 歳）の腫瘍疾患の罹患率は、雄犬で 6.4％、雌犬で 7.9％

と、雌の方が 1.5％高い値を示した。また、加齢に伴う罹患率の増加

がみられ、特に 6〜７歳以降はそれ以前に比べて急激な増加傾向を示

した。死亡契約前の請求に占める腫瘍疾患の割合は、10 歳時で 16.9％

を占めた。飼育頭数の多い上位 16 品種および 10kg 未満の混血犬の中

で最も高い腫瘍疾患の罹患率を示した犬種は、ゴールデン・レトリー

バーで 15.4％であった。 

 雌犬の乳腺腫瘍の罹患率は４歳で 0.4％、その後加齢により増加し、

11 歳で 3.9％であった。乳腺腫瘍の罹患率が犬全体 0.7％よりも高い

値を示していた犬種は、マルチーズ 1.3％であった。 

 乳腺腫瘍マーカーを探索する目的で、乳腺腫瘍の手術適応となった

犬の血液および摘出組織中の腫瘍関連遺伝子 p21、p53、erbB2、BRCA1

および BRCA2 の mRNA 発現量を測定した。どれも個体差が大きく、悪性

度との間に有意差（P＜ 0.05）は認められなかった。今後、mRNA 発現

量だけでなく、変異の有無についての検討が重要であると考えられる。 

 がんの予防対策では早期発見の仕組みづくりとそのための情報イン

フラの整備が重要であることが明らかになり、飼い主によるホームチ

ェックの指導と、犬種ごとに適切なタイミングでの病検診の推進、犬

でも腫瘍マーカーや遺伝子検査などの検査系の確立、『がんの早期発

見』がなされた場合のサポート体制の充実が期待された。 
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第４章 アディポネクチンの新規早期診断マーカーとしての可能性  

 

４－１ はじめに  

 ここでは、第３章の取り組みに追加して、1996 年に大阪大学で発見

された身体全体のエネルギー代謝の調節を司るアディポネクチン

(ad iponect in ,  APN)  が、グルコースや脂質代謝の調節を通じて抗腫瘍効

果を示すことが明らかとなってきたため (Yamauchi  e t  a l .2003;  Diez  and  

Ig les ias  2003)、犬の乳腺腫瘍の新規早期診断マーカーとしての可能性

を調査した。アディポネクチンは、脂肪細胞から分泌されるペプチド

ホルモンで、アディポネクチンの血中濃度はボディマスインデックス

(body mass  index ,  BMI)に相関し、内臓脂肪蓄積型肥満や２型糖尿病で

インスリン感受性を増強する作用を示す (Hot ta  e t  a l .2000;  Yang e t  a l .  

2002)。前章で示した通り、我が国で犬の腫瘍として最も多く発生がみ

られるものの一つが乳腺腫瘍であるが、乳腺腫瘍のリスクファクター

のひとつとして肥満があげられており  (Dos  Santos  et  a l .  2008;  P i schon 

e t  al .  2008)、アディポネクチンの関与が示唆される。  

 アディポネクチンは２つのタイプの受容体 (ad iponect in  receptor  1  

and  2)を介して作用することが明らかとなっている (Kadowaki  e t  a l .  

2006)。通常、アディポネクチンは AdipoR1 (ad iponect in  receptor  1)に

結合し p38 mi togen-act ivate  pro te in  k inase  (MPK)、  AMP-act iva ted  

prote in  kinase  (AMPK)、 peroxosome pro l i fera tor -ac t iva ted  

receptor-α(PPARα)を活性化し、糖新生や脂肪酸 β 酸化を調節する。一

方、 AdipoR2 を介する刺激は、エネルギー消費を促し、抗炎症作用や

抗酸化作用を亢進させる。アディポネクチンの AdipoR1、R2 を介した

抗細胞増殖効果は腫瘍細胞のダウンレグレーション作用につながる。

こうした作用を通じてアディポネクチンは人の腫瘍細胞と同様に犬の

腫瘍細胞でも腫瘍細胞の分化・増殖に重要な働きを有することが明ら

かとなってきており、多くの腫瘍において血中アディポネクチン  

(ad iponect in ,  APN) 濃度が有意に減少することが報告されている  

(Miyoshi  e t  a l .  2003;  Keles idi s  et  a l .  2006;  Korner  e t  al .  2007)。  
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  一方、腫瘍の重症化予防には早期発見が最も有効である。乳腺腫瘍

においても BRCA1 をはじめとした種々の遺伝子マーカーが検討され

ているが、犬においては必ずしも特異性が高いとは言えない。本章で

は、乳腺腫瘍の発症とアディポネクチンとの関連、血中アディポネク

チン濃度変化、AdipoR1 および R2 の mRNA 発現を調べることにより、

犬の腫瘍診断マーカーとしてのアディポネクチンの可能性を検討した。 

 

４－２ 材料と方法  

４－２－１ 動物とサンプル  

 日本の８軒の動物病院にて、2010 年に乳腺腫瘍と診断を受けた犬 26

頭（すべて雌、年齢 5 歳～16 歳、ミニチュアダックスフンド 8 頭・混

血 4 頭・ヨークシャテリア２頭・トイプードル２頭・パピヨン２頭・

柴・ビーグル・シーズー・イングリッシュセッター・ポメラニアン・

ウェルシュコーギー・チワワ・スコッチテリア各１頭）からサンプル

を採取した。一晩絶食した乳腺腫瘍の犬から、乳腺腫瘍組織と頚静脈

血を集めた。血漿は全血を４℃で遠心分離し、−25℃で保存した。乳腺

腫瘍組織は、一部を組織病理学的検査にて良性と悪性とに分類し、そ

の他は RNA la ter (Ambion ,  TX,  USA) に浸し−20℃にて保存した。  

 

４－２－２ 血漿アディポネクチンの測定  

 血漿アディポネクチン濃度は、市販のマウス /ラット  adiponect in  

ELISA ki t  (Otsuka Pharmaceut ica l  Co. ,  Toyo,  J apan)にて測定した。  

 

４－２－３ RNA の抽出  

 総 RNA は、腫瘍組織からトリピュア  アイソレーション試薬 (Roche 

Diagnos t ics  GmbH,  Mannheim,  Germany)で抽出した。総 RNA 量は分光

光度計により測定した。  

 

４－２－４ AdipoR1/R２の定量リアルタイム PCR による測定  

 腫瘍組織から総 RNA 1 μ g を Quan t iTect ○R Reverse  Transcr ip t ion  
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(Qiagen ,  Tokyo,  J apan)を用いて cDNA に逆転写した。 AdipoR1/R2 の定

量リアルタイム  (qRT)  PCR は、市販キット (Perfec t  Rea l  Time SYBR 

Premix  Ex Taq Ⅱ (Takara ,  Shiga ,  J apan)  を用いて、Biosys tems  7300 Real  

Time PCR Sequence  Detect ion  Sys tem (Appl ied  Biosys tems ,  Foster  Ci ty,  

CA,  U.S.A. )を使った。プライマーは、犬のアディポネクチンレセプタ

ーをターゲットとして、 GenBank の cDNA シークエンスから設計した

(表 17)。 qRT-PCR の増幅の後、犬の AdipoR1 または AdipoR2 の cDNA

を含んでいるプラスミド DNA を 10 倍の段階希釈で線形増幅曲線を描

くことによって定量化した。mRNA 発現のそれぞれの値は、cDNA１ ng

あたりのコピー数で示した。  

 

表 17  Pr imer  sequences  f o r  rea l - t ime  PCR 

Probe  Sequenc ing  

l eng th  o f  PCR 

products  ( bp )  

Pr imer  

type  

Pr imer  sequences  

(5 ’ - 3 ’ )  

GeneBank 

acc .  No .  

Ad ipoR1  247  Forward  c t t c tac tgc tc c c cacagc  XM_84326 3  

  Reverse  catcacagccatgaggaaga   

Ad ipoR2  146  Forward  t c cacaacc t tg c t t catc t  XM_84893 6  

  Reverse  tgat tc cac tcagaccaagg   

 

４－２－５ 統計解析  

測定した結果は、平均値±95%信頼区間で示した。統計学的有意差の

判定は、the Graph Pad Prism (Version. 4.0, Graph Pad Software, San 

Diego, CA)を用い、Unpaired test により検定し、有意水準は P<0.05

とした。  

 

４－３ 結果  

 雑 種 雌 犬 の 血 清 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 の 平 均 値 （±95%信頼区間） が

30.9±10.6μg/ml  (n=112)であったとの報告 (Mori  et  a l .  2010)と比較とし
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*  

た。また、肥満犬の血清アディポネクチン濃度は、20μg/ml 以下 ( Ish ioka  

et  a l .  2006)と低値を示すという報告があり、本研究では乳腺腫瘍の犬

を血清アディポネクチン濃度によって、low APN 群 (<20μg/ml)  と high  

APN 群  (≥20μg/ml)  の２グループに分けた。65％にあたる 17 頭の犬が

low APN 群に属し、それらの血清アディポネクチン濃度の平均値は

14.3±1.0μg/ml で、明らかにコントロール群よりも低値を示した  (表 18)。 

 

 

表 18 Compar ison  o f  p lasma ad iponec t in  (APN)  concentrat i on  in  dogs  w i th  

mammary  tumor  

  Mammary  tumor  Contro l**  

(n=11 2)    w i th  low  APN wi th  h igh  APN 

Rat io   17 /26  (65%)  9 /26  (35%)  －  

Ad iponec t in  (µg /ml )  14 .3  ±  1 .0  35 .0  ±  4 .8  30 .9  ±  10 .6  

Va lues  are  presented  as  mean±95% C . I .  

Low  APN:  <20  µg /ml ,  h igh  APN:  ≥20  µg /ml  

*  S ign i f i cant ly  l ower  than  the  contro l  va lue  (Unpaired  te s t ,  p<0 .05 ) .  

**  Va lues  are  quo ted  f rom our  prev ious  repor t  (Mor i  e t  a l .  2010) .  

 

 

 AdipoR1/R２の mRNA 発現量について、図 19 に示した。乳腺腫瘍組

織において AdipoR1 の mRNA 発現量は、AdipoR2 のそれよりも２〜４

倍高値を示した。また、low APN 群において、AdipoR2 の発現量は high  

APN 群のそれよりも高かったにも関わらず AdipoR1 の mRNA 発現量は

低かった。しかし、統計的有意差はどちらもみられなかった  (図 19)。 
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図 19 AdipoR1/R２の mRNA 発現量  

 

４－４ 考察  

 インスリン抵抗性を示す肥満は、乳がんのリスクファクターである

(Mantzoros  et  a l .  2004;  J arde  et  a l .  2009)。循環血液中アディポネクチン

濃度は閉経後乳がんの女性において、コントロール群に比べて低い値

を示すことが報告されている (Kang e t  a l .  2005;  Korner  et  a l .   2007)。

脂肪細胞から分泌されるレプチンは、細胞増殖、細胞の活性化、細胞

輸送、血管形成を促進する  (Hu et  al .  2002;  Cata lano  et  al .  2003)  が、

アディポネクチンは細胞増殖を抑制し、アポトーシスを促進させ、血

管新生を抑制する  (Kang et  al .  2005;  Korner  et  a l .  2007)。ある研究によ

れば、乳がん女性のレプチン /アディポネクチン比がコントロール群と

比べて高かったと報告されている  (Chen et  al .2006)。レプチンとアデ

ィポネクチンを含む脂肪サイトカインの異所性分泌が、肥満動物の乳

腺腫瘍を誘発する鍵となる要因の 1 つになりうる。  

今回の研究では、 60％以上の乳腺腫瘍犬でコントロール群に比べて明

らかに血清アディポネクチン濃度が低値を示した。循環アディポネク

チンレベルの減少は、犬で乳腺腫瘍のリスクファクターになるかもし

れない。  
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 アディポネクチンは、アディポネクチンに特異的なレセプターを介

して機能し、腫瘍の発育に重要な役割を果たしていると推測されてい

る ( Ish ikawa et  a l .  2007;  Pfe i ler  et  a l .  2010)。アディポネクチンレセプタ

ーには AdipoR1 と AdipoR2 がある (Yamauchi  et  a l .  2003)。AdipoR1 は、

広範囲に発現し、特に骨格筋に豊富にみられる。一方、 AdipoR2 は、

肝臓に限局的に発現している。AdipoR1 と AdipoR2 の発現は、腫瘍細

胞の様々なタイプに認められている ( Ish ikawa et  a l .  2007;  Dos  Santos  et  

al .  2008;  Teras  et  al .  2009;  Pfe i ler  et  a l .  2010)。乳がん細胞系において、

AdipoR1 は、 AdipoR2 の発現よりも２〜４倍高く強く発現している

(Korner  et  al .  2007)。本研究では、犬の乳腺腫瘍で AdipoR1 と AdipoR2 

どちらも発現が認められ、 AdipoR2 よりも AdipoR1 の方が高い発現を

示した。また、 low APN 群において、 AdipoR2 の mRNA の発現量は、

high  APN 群のそれよりも高かった。l ow APN 群において、AdipoR2 の

mRNA の発現が促進した理由としては、乳腺腫瘍組織で減少したアデ

ィポネクチンレベルがアディポネクチンシグナリングを強化するため

に、補償メカニズムを示した可能性が示唆される。循環アディポネク

チンレベルの減少により補償メカニズムが引き起こされることは、肥

満と２型糖尿病患者と人の悪液質で報告されている (Holmes  e t  a l . ,  

2011)。アディポネクチンは、様々な細胞のタイプで腫瘍抑制遺伝子

P53 の活性で生じた AMPK を活性化する  (Lopes  et  a l .  2010;  Zhang et  a l .  

2010;  Baba et  al .  2010)。循環アディポネクチン濃度が減少すると、犬

の乳腺腫瘍細胞の増殖が抑制されないかもしれない。乳腺腫瘍におい

て、アディポネクチンとそのレセプターや BCS そして他の脂肪サイト

カイン (特にレプチン )との関係は、より多くの犬でさらに研究を進め

る必要があると考えられた。  
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４－５ 小括  

 乳腺腫瘍におけるアディポネクチンの役割を調査し、新規早期腫瘍

診断マーカーとしての可能性を検討することを目的に、犬の乳腺腫瘍

の組織血清アディポネクチン濃度およびアディポネクチンに特異的な

レセプターである AdipoR1 と AdipoR2 の mRNA の発現量の測定を行

った。 low APN 群の乳腺腫瘍の犬の 65％（ 17/26）は、正常コントロ

ー ル値 (30 .9±10.6µg/ml)と 比較 し て 血 清ア デ ィ ポ ネ ク チ ン濃 度 が 有 意

に低かった  (14 .3±1.0µg/ml,  mean±95% C. I. )。犬の乳腺腫瘍組織におい

ても AdipoR1 と AdipoR2 の mRNA の発現がみられ、AdipoR1 の mRNA

の発現は AdipoR2 のそれよりも２〜４倍高かった。low APN 群におい

て、乳腺腫瘍組織の AdipoR２  の mRNA の発現は、 high  APN 群のそ

れと比べて低かったが、有意差はみられなかった。循環アディポネク

チン濃度の減少は、女性の閉経後乳腺腫瘍と同様に、犬の乳腺腫瘍の

リスクファクターとなる可能性が示唆された。 
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総 括  

 

予防医療は、疾病の発症予防と重症化予防に大別される。現状の犬

医療では、発症予防としてのワクチネーション等の感染症対策が主流

で、重症化予防の柱である（定期的な）健康診断がようやく一部の飼

い主に浸透し始めたところである。本研究では、多岐の疾病に関する

犬の予防医療の実現を目指し、ペット保険データ等を用いて予防啓発

を目的とする疫学調査、発症予防として発生頻度および深刻度の高い

誤飲のリスク要因の探索、重症化予防として犬乳腺腫瘍早期診断マー

カーの探索を行った。また、これまでの研究でアディポネクチンが乳

腺腫瘍において早期診断マーカーとして有用であることが明らかにな

ってきたので、こうした生化学マーカーの予防医療への応用の可能性

を検討した。 

 

１．ペット保険データによる犬の疾患統計 

 保険金支払いデータは、「ある母集団においてある時期にある理由で

保険金の支払いをうけた」という情報をもった疫学データで、その情

報を必要な方に効果的なタイミングと方法で届けることにより重症化

予防だけでなく、発症予防も実現できる可能性がある。今回、 0～ 12

歳の保険加入犬 256,144 頭を調査対象として、ペット保険データによ

る疾患統計を実施した。犬に多くみられる疾患として皮膚疾患 23.0％、

耳疾患 15.4％、消化器疾患 14.7％、眼疾患 10.0％があげられた。季

節変動で特筆すべき傾向が見られた疾患は、皮膚疾患で、罹患頭数が

7～ 9 月に多く、 1～ 3 月に少ないといった季節により異なる発症傾向

がみられた。皮膚疾患、耳の疾患、消化器疾患は 0～ 12 歳の全年齢で、

眼の疾患および腫瘍疾患は 7 歳以降で 10.0％以上の高い罹患率を示し

た。循環器疾患、腫瘍疾患は、加齢に伴って罹患率が増加する傾向が

あった。これらを、イギリス王立獣医大学疾病疫学調査の結果と比較
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したところ、耳疾患、皮膚疾患、症状については、日本の犬のほうが

５％以上高い罹患率を示していた。 飼い主が異変に気づきやすい疾

患の罹患率は高く、その逆は低くなる。普段から犬の健康状態をチェ

ックすることで、より早期の発見、来院につながる。こうした事象か

ら予防医療発展に、保険金支払いデータは十分に活用可能であると考

えられた。  

 

２．犬の誤飲リスク要因の探索 

日本の家庭飼育犬において、誤飲の発生頻度は非常に多く、飼い主

にとって心理的かつ経済的に大きな負担となっている。死亡事故につ

ながるケースもあり、適切な飼育指導を行うことで予防対策を講じる

必要がある。今までその予防対策につながるリスク要因の探索が行わ

れてきたとは言い難い。そこで、ペット保険データおよびアンケート

調査により誤飲予防につながるリスク要因探索を行った。 

他の年齢に比べて０〜１歳、他の犬種と比較してフラットコーテッ

ド・レトリバー、バーニーズ・マウンテン・ドッグ、ビーグル、フレ

ンチ・ブルドッグ、犬種グループとしてはレトリバーに多くの誤飲発

生が起きていた。避妊去勢の実施は未実施に比べて誤飲発生との関連

が高かった。犬で行動特性とされる 13 の気質の内、「追跡能力」「愛着

行動」について、誤飲経験との関連が示唆された。また、誤飲内容と

して、「チョコレート」「エチレングリコール（不凍液）」「ナメクジ駆

除剤」「殺鼠剤」「除草剤」「（団子や焼き鳥などの）竹串」のような危

険性が認識されているものだけでなく、「靴下やタオルなどの布類」、

「果物や梅干しの種」、「石や砂」、「ボール」「観賞用ユリ」のように生

活空間に身近に存在するもの、「サプリメント」「犬用おやつ」「犬用ガ

ム」など犬としては誤って口にしたものではないものも致死的な誤飲

事故になっていることが、今回判明した。 

 これらのリスク要因候補に対して、具体的なイメージが伝わるよう

な予防啓発、個別要因に対する対策等を実施し、それらの効果を測定、
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検証、再実施していくことで、実質的な誤飲予防が期待できる。  

 

３．犬の腫瘍罹患状況調査と乳腺腫瘍早期診断マーカーの探索 

 腫瘍ハイリスク群へのアプローチを目指し家庭犬の腫瘍罹患状況を

調査し、乳腺腫瘍に対して、簡易な検査方法を模索することを目的に

腫瘍マーカーの探索を行った。 

犬（0～ 10 歳）の腫瘍疾患の罹患率は、雄犬で 6.4％、雌犬で 7.9％

と、雌の方が 1.5％高い値を示した。また、加齢に伴う罹患率の増加

がみられ、特に 6〜７歳以降はそれ以前に比べて急激な増加傾向を示

した。死亡契約前の請求に占める腫瘍疾患の割合は、10 歳時で 16.9％

を占めた。飼育頭数の多い上位 16 品種および 10kg 未満の混血犬の中

で最も高い腫瘍疾患の罹患率を示した犬種は、ゴールデン・レトリー

バーで 15.4％であった。 

 雌犬の乳腺腫瘍の罹患率は４歳で 0.4％、その後加齢により増加し、

11 歳で 3.9％であった。乳腺腫瘍の罹患率が犬全体 0.7％よりも高い

値を示していた犬種は、マルチーズ 1.3％であった。 

 乳腺腫瘍マーカーを探索する目的で、乳腺腫瘍の手術適応となった

犬の血液および摘出組織中の腫瘍関連遺伝子 p21、p53、erbB2、BRCA1

および BRCA2 の mRNA 発現量を測定した。しかしながら、どの遺伝子の

発現も個体差が大きく、疾病の悪性度との間に有意差（P＜ 0.05）は認

められなかった。 

 がんの予防対策では早期発見の仕組みづくりとそのための情報イン

フラの整備が重要である。飼い主によるホームチェックの指導と、犬

種ごとに適切なタイミングでの病検診の推進、犬でも腫瘍マーカーや

遺伝子検査などの検査系の確立、『がんの早期発見』がなされた場合の

サポート体制の充実が期待された。  

 

４．アディポネクチンの新規早期腫瘍診断マーカーとしての可能性 

 乳腺腫瘍におけるアディポネクチン  (ad iponect in ,  APN) の役割を調
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査し、新規早期腫瘍診断マーカーとしての可能性を検討することを目

的に、犬の乳腺腫瘍の組織血清アディポネクチン濃度およびアディポ

ネクチンに特異的なレセプターである AdipoR1 と AdipoR2 の mRNA

の発現量の測定を行った。 low APN 群の乳腺腫瘍の犬の 65％（ 17/26）

は、正常コントロール値 (30 .9±10.6µg/ml)と比較して血清アディポネク

チン濃度が有意に低かった  (14 .3±1.0µg/ml ,  mean±95% C. I. )。犬の乳腺

腫瘍組織においても AdipoR1 と AdipoR2 の mRNA の発現がみられ、

AdipoR1 の mRNA の発現は AdipoR2 のそれよりも２〜４倍高かった。

low APN 群において、乳腺腫瘍組織の AdipoR2 の mRNA の発現は、

high  APN 群のそれと比べて低かったが、有意差はみられなかった。循

環アディポネクチン濃度の減少は、女性の閉経後乳腺腫瘍と同様に、

犬の乳腺腫瘍のリスクファクターとなる可能性が明らかになった。  

 

 

 ペット保険データによる犬の疾患統計により、日本においてよくみ

られる疾患が数量的に明らかとなった。性別、年齢、犬種などより詳

しく調査することで、それぞれの疾患の遺伝的もしくは環境的要因の

仮説を立てやすくなり、より根本的な疾患の発生もしくは重症化を予

防することができるようになる。今回その一例として、誤飲の発症予

防および乳腺腫瘍の重症化予防の対策を模索した。これらの対策を実

践し、その効果を検証し、精度を高めていくことにより疾病そのもの

を減らしていくこと（疾病予防）が期待できた。  
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防医療への応用に積極的に尽力しているアニコム損害保険株式会社と

そのグループ各社に深く感謝したします。  

 最後に筆者の学部生時代から研究の社会的重要性とその奥深さを生

き生きとした背中でお教えくださった故今井壮一日本獣医生命科学大

学名誉教授に心からの感謝の意を表します。また、家族の多大なる協

力のお陰で論文作成に勤しむことができました。ありがとうございま

した。  
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Summary 

 

   Preventive medicine means is  the onset prevention and the 

progression prevention of  diseases.  In the present medical  care for 

family  dogs,  prevention of infect ious disease by vaccination is  

mainstream, and the periodic medical  examination for prevention 

of  diseases begins to  spread among a part  of  dog owners.  In this  

study,  I  performed an epidemiology investigation using pet  

insurance data for the purpose of  preventive enlightenment,  

searched for the risk factor associated with foreign body ingestion 

in family  dogs,  and searched for the dog breast  tumor early  checkup 

marker as the progression prevention.  Furthermore,  in a past  study,  

adiponectin was proved to  be useful  as an early  checkup marker in 

a breast  tumor.  So I  examined possibil ity  of  the appl ication to  the 

preventive health care of such a biochemistry marker in dogs.  

Through these,  I  aim at becoming the clue to realization of  the 

preventive medicine about various diseases of  the dog.  

  

１． Disease statistics  of  the dog by pet  insurance data 

 Insurance payment data are the epidemiology data which had the 

information "that  received payment of the insurance for a  certain  

reason in a  certain population at  a  certain time".   

 

Those information has the possibi l ity that  they can realize not  only 

the aggravation prevention but also the onset  prevention by 

sending i t  to the necessary one by an effective timing and method.  

 256,144 0-12-year-old insured dogs were surveyed and performed 

the disease statistics  by pet  insurance data.The disease that  was 

frequent in a  dog was 23.0% of  skin diseases,  ear disease 15.4%, 

digestive organ disease 14.7%, ophthalmopathy 10.0%.The disease 
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that  a  notable tendency was seen by seasonal variation was a  skin 

disease.  A tendency to onset more dif ferent than a season was seen 

in this  disease.  There was a  lot  of  dogs which contracted a  disease 

from July to  September and a few dogs which contracted a  disease 

from January to March. The skin disease,  the disease of  the ear,  

the digestive organ disease showed high prevalence at  all  

0-12-year-old age.  The disease of  eyes and the tumor disease 

showed high prevalence of  more than 10.0% at  after 7  years old. 

Prevalence tended to increase the circulatory organ disease,  the 

tumor disease with aging.  A Japanese dog showed high prevalence 

to the ear disease,  the skin disease,  the symptom in comparison 

with the result  of  the epidemiology investigation into Brit ish royal  

veterinary college more than 5%. The prevalence of  the disease that  

an owner is  easy to  notice a  symptom rises. It  leads to going to  the 

hospital  early that an owner checks the health condit ion of the dog 

at  home.   

 

２． Search of  the foreign body ingestion risk factor of  the dog 

There is much frequency of  foreign body ingestion of the 

Japanese family  dog.  It  becomes the big stress  for an owner 

psychologically economically. In addition,  i t  may lead to a  fatal  

accident when i t  is  the worst.  Therefore i t  is  necessary to  take 

prophylaxis of  foreign body ingestion.  However,  i t  is  hard to  say 

that the search of the risk factor to lead to the prophylaxis has 

been performed so far.  Therefore I  performed a risk factor search to 

lead to  the foreign body ingestion prevention by pet insurance data 

and questionary survey.  

The factor that  much foreign body ingestion occured was 0-1 

years old,  a  Flat-coated retriever,  a  bernese mountain dog,  a  beagle, 

a French bul ldog,  RETRIEVER-group. The dog which dealt with 
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steri l i ty  had high connection with the foreign body ingestion. In 

13 temperament to  be considered to  be action properties of  the dog,  

a related thing with foreign body ingestion was suggested for 

"chasing"  and "attachment " .  In addit ion,  the fol lowing led to  fatal  

foreign body ingestion ； things that the risk is  recognized 

"chocolate" "ethylene glycol"  (nonfreezing fluid)  "slug 

exterminator"  "raticide"  "weed kil ler"  "bamboo skewer"  .  Things in 

l i fe space close "Cloth such as socks  or the towel",  "seed of  fruit and 

the pickled plum", "a  stone and sand",  "ball "  " l i ly" .  The thing which 

pet  owner gave for a  dog  "supplement"  "snacks ""gum" .  For 

these risk factor candidates,  performing preventive 

enlightenment with a  concrete image,  carrying out  and measures 

every individual  factor,  inspection those effects,  and carrying out  

again are important.  

 We can expect  i t  when connected for the prevention of  substantial  

foreign body ingestion by doing so it .  

 

３． An investigation into tumor prevalence of  the dog and search of 

the breast tumor early  checkup marker 

 For approach to the tumor high-risk group, I  investigated the 

tumor prevalence of the family dog.  In addit ion,  for the purpose of 

groping for simple procedure,  I  searched for the early  detect ion 

marker of  breast  tumor.  

The prevalence of the tumor disease of  the dog (0-10 years old)  

was 7 .9% in bitchs 6 .4%  in male dogs.  A bitch showed the ratio 

that was 1 .5% higher than a male dog.  In addition,  increase in 

age-related prevalence was seen.  After 6-7  years old  in particular 

showed a tendency to  increase that  was more sudden than i t  past .  

The ratio  of  tumor disease among the claim before the death 

contract  accounted for 16.9% in 10 years old.In 16 dog breed and a 
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mixed dog less than  10 kg,  the dog breed that showed the 

prevalence of  the highest  tumor disease was golden retriever 

15.4%.the prevalence of  breast  tumor of  the bitch was 0 .4% at 4 

years old,  increased by aging afterwards,  and was 3.9% at  11 years 

old.  The dog breed that showed the value that the prevalence of 

breast  tumor was higher in than 0.7% of  whole dog was Maltese dog  

1.3%.  

 I  measured mRNA expression of  blood of  the dog which became 

the operation adaptation of breast tumor and isolated t issue 

tumor-related gene p21, p53, erbB2, BRCA1 and BRCA2 for the 

purpose of  searching for breast  tumor marker.  However,  a l l  genetic  

expression had a big individual  di f ference,  and the signi f icant 

di f ference (P <0.05)  was not recognized between a malignancy of  

the i l lness.  

 By the prophylaxis of  cancer,  the making of  of  the early detect ion 

structure and maintenance of the information infrastructure of 

that purpose are important.  The enhancement of the support  

system when promotion of the examination in an appropriate 

timing,  establishment pro-inspection such as tumor marker or the 

genetic  test  of  the dog,  "the early  detection of  cancer"  were done 

every instruction and dog species of  the home check by the owner is 

expected.  

 

４ ． Possibi l i ty  as the newly early  tumor diagnosis  marker of 

adiponectin 

 To investigate the role  of  adiponectin (APN) in development of 

mammary tumor,  plasma adiponectin concentrations and 

expression of mRNA of  adiponectin speci f ic  receptors,  AdipoR1 and 

AdipoR2,  were measured in mammary tumor tissues of  dogs.   65% 

(17/26) of  dogs with mammary tumor ( low APN group) showed 
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signi f icantly  low plasma APN concentrations (14.3±1.0µg/ml ,  

mean±95% C.I . )  compared to normal control  values 

(30.9±10.6µg/ml) .   mRNA expression of  AdipoR1 and AdipoR2 were  

detected in mammary tumor tissues of dogs,  and mRNA expression 

of  AdipoR1 was 2-4 times higher than that  of  AdipoR2.  In the low 

APN group, mRNA expression of  AdipoR2 in mammary tumor 

tissues decrease compared to  that in high APN group, however the 

di f ference was not signi f icant.   Decrease in circulating APN 

concentrations appears to be a risk factor for mammary tumor in 

dogs as for postmenopausal  breast  cancer in women.  

 

 

 By the disease statistics  of the dog by pet insurance data,  a  

disease to be seen frequently  in Japan became clear quantitatively. 

In sex,  age,  breed, the thing investigating in detail  of the 

hereditary or environmental  factor of  each disease become easy to 

hypothesize.  And we come to be able to prevent the outbreak of  a  

basic  disease or aggravation. In this study,  I  groped for measures of 

the onset  prevention of  foreign body ingestion and the aggravation 

prevention of  tumor as example.  We practice these measures and 

inspect  the effect  and can hope that  we reduce i l lness i tsel f  by 

raising precision.  


